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あ
る
。

高
醗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

高
麗
王
朝
は
全
国
の
民
を
郡
県
制
を
通
し
て
支
配
し
、
彼
ら
か
ら
種
々
な
形
で
多
様
な
物
資
を
収
奪
し
て
、

と
し
た
。
そ
う
し
た
王
朝
の
経
済
基
盤
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
全
国
の
人
民
の
生
産
活
動
に
負
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

っ
て
、
余
り
関
心
が
向
け
ら
れ
ず
、
解
明
も
進
ま
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で

に
関
し
て
は
史
料
的
制
約
が
大
き
い
こ
と
も
あ

(

1

)
 

か
つ
て
、
私
は
高
罷
時
代
の
所
制
度
の
検
討
を
通
し
て
、
当
時
の
民
衆
の
生
産
活
動
の
面
に
つ
い
て
管
見
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
し

、
充
分
な
対
応
は
で
き
な
か
っ
た
。
所
の
中
に
は
絹
織
物
生
産
に
関
す
る
も
の
も
あ

か
し
、
や
は
り
全
体
と
し
て
史
料
的
制
約
が
多
く
て

っ
た
が
、
所
の
特
殊
面
と
し
て
の
そ
れ
に
は
同
じ
く
言
及
し
得
ず
に
終
っ
た
。

品
な
ど
と
し
て
の
面
か
ら
と
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
お
り
、

し
て
、
対
外
関
係
に
お
け
る
進
奉
品
あ
る
い
は
対
外
商
業
活
動
に
お
け
る
交
品

と
こ
ろ
で
、
高
麗
時
代
の
絹
織
物
に
関
し
て
は
、
主
と

(

2

)

そ
こ
で
は
高
麗
の
絹
織
物
製
品
の
優
秀
性
が
指
摘
さ
れ
る
似
向
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
生
産
機
構
の
在
り
方
、
生
産
の
前
提
を
な
す
蚕
桑
の
状
況
な
ど
ま
で
視
野
に
入
れ
な
が
ら
莉
麗
の
絹
織
物
に
つ
い
て
論
じ
る
試

は

じ

め

に

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

北

村

そ
れ
を
重
要
な
経
済
基
盤

秀

四
人

そ
の
面
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（一）

第
一
章

高
麗
前
期
の
絹
織
物
と
蚕
桑
法

生
産
を
検
討
し
、
当
時
の
民
の
生
産
活
動
の
一
断
面
を
み
て
み
た
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
前
記
絹
織
物
関
係
の
所
も
含
め
て
、
生
産
機
構
の
在
り
方
、
蚕
桑
の
状
況
な
ど
を
中
心
に
高
麗
時
代
の
絹
織
物

高
麗
時
代
の
内
外
の
記
録
に
は
、
高
麗
に
お
い
て
絹
織
物
が
各
種
の
用
途
に
国
家
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
①
ま

ず
、
当
時
の
複
雑
な
国
際
政
局
の
中
で
、
高
麗
は
五
代

・
宋

・
遼

・
金
等
の
諸
国
と
国
交
を
結
ん
だ
が
、
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

女n ヽ

そ
れ
ら
の
国
々
と
の
通
交
関
係
に
お
い
て
は
綾

・
羅

・
紬
等
の
織
物
、
あ
る
い
は
錦

・
綾

・
羅
等
を
材
料
と
し
た
多
様
な
工
芸
品

な
ど
が
進
奉
品
と
し
て
相
手
国
に
贈
ら
れ
て
い
る
6

③
ま
た
、

『
高
麗
史
』
巻
二
定
宗
世
家
三
年
（
九
四
八
）
秋
九
月
の
条
に
よ
る
と
、

東
女
真
の
献
馬
七

0
0頭
に
対
す
る
対
価
と
し
て
一
頭
に
つ
き
錦

・
絹
各
一
匹
を
支
払
っ
て
い
る
。
女
真
の
献
馬
は
高
麗
前
半
期
に
頻
繁

(

4

)

 

に
み
ら
れ
、
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
た
錦

・
絹
の
額
も
全
体
と
し
て
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
③
高
麗
の
王
族
、
王
朝
に
功
絞
の
あ

っ

た
臣
下
や
地
方
民
、
王
の
嬰
臣
、
老
齢
者
、
孝
子
・
節
婦
、
さ
ら
に
は
来
朝
し
た
女
真
人
や
耽
羅
（
済
州
島
）
人
な
ど
多
様
な
人
々
へ
の

賜
物
な
い
し
褒
宜
品
と
し
て
、
錦

．
綺

・
綾

・
羅

・
採

・
執

・
絹

．
紬
等
多
様
な
絹
織
物
と
絹
糸
や
真
綿
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
材
料
と

し
た
衣
服

・
褥
ほ
か
の
製
品
な
ど
が
賜
与
さ
れ
た
事
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
程
で
あ
る
。

④
『
高
麗
史
』

巻
八
〇
食
貨
志
三
禄
俸
の
条
に

は
、
容
宗
一

0
年
(
-
―
―
五
）

に
三
司
が
改
定
し
た
禄
折
計
法
、
す
な
わ
ち
禄
俸
を
本
来
の
支
給
品
目
で
あ
る
米
以
外
の
物
で
支
給
す

る
際
の
換
算
比
率
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

、

大
絹
・

中
絹
•
4

絹
・

大
綾
・

常
平
紋
羅
・

大
紋
羅
・

綿
紬
（
す
な
わ
ち

み
は
殆
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

四
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高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

機
関
で
製
作
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
長
吏

（
郷
吏
）

四

や
村
長

・
村
正
な
ど
の
在
地
支
配
屈
に
当
る
と
思
わ
れ
る

・
絲
縣
（
絹
糸
と
真
綿
）
な
ど
の
絹
織
物
類
が
み
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
小
平
布
（
普
通
の
品
質
の
紆
麻
布
）
と
並
ん
で
、
禄
俸
と

(
5
)
 

し
て
の
支
給
品
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
三
司
は
禄
折
計
法
を
改
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
絹
織
物
を
禄
俸
支
給
品
す

な
わ
ち
そ
の
財
源
に
充
当
し
た
の
は
容
宗
一

0
年
が
最
初
で
は
な
く
、
す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
み
ら
れ
た
現
象
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
⑱

西
北
辺
境
民
や
北
方
か
ら
の
異
民
族
来
投
者
な
ど
に
防
寒
衣
用
の
真
綿
や
布
（
約
麻
布
）
を
支
給
し
た
り
、
北
方
辺
境
の
戌
卒
た
ち
に
防

寒
用
軍
服
で
あ
る
綿
（
真
綿
）
入
れ
の
衣
や
袴
を
支
給
し
た
り
す
る
こ
と
も
記
録
に
散
見
す
る
。
軍
服
は
中
央
の
征
抱
都
監
と
い
う
専
門

そ
の
た
め
の
真
綿
も
当
然
国
家
中
央
か
ら
支
出
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

以
上
、
極
め
て
大
ま
か
に
例
挙
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
各
種
の
絹
織
物
が
高
麗
王
朝
の
手
に
集
中
し
て
お
り
、
国
家
財
政
の
一

つ
の
大
き
な
財
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
絹
織
物
の
中
に
は
、
前
記
の
対
外
朝
貢
関
係
に
お
け
る
相
手
国
か
ら
の
回

賜
品
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
も
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
朝
貢
に
よ
る
回
賜
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
不
定
期
的
で
、
決
し

て
恒
常
的
な
も
の
と
い
え
ず
、
さ
ら
に
高
麗
の
国
家
財
源
は
主
と
し
て
股
民
か
ら
の
収
奪
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

多
く
は
高
麗
国
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二

高
麗
盛
時
の
各
方
面
の
状
況
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
同
時
代
史
料
と
し
て
、
宋
人
徐
競
の
見
問
記
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』

紬）

そ
れ
ら
の

(
-
―
二

三
年
の
約
一
ヶ
月
に
わ
た
る
高
麗
滞
在
中
の
見
聞
に
基
づ
い
て
翌
年
成
立
）
が
あ
る
。
同
古
で
徐
競
は
、
国
王
や
文
武
の
官
僚
（
両
班
）

が
紗
や
羅
の
頭
巾
に
文
錦

・
文
羅
の
衣
服
を
つ
け
、

(

6

)
 

「
未
預
貢
進
士
」
や
「
民
長
」
が
文
羅
の
頭
巾
に
紬
の
衣
服
を
培
用
す
る
の
に
対
し
て
、
製

・
商

・
エ
等
の
民
は
白
紆
布
の
衣
服
を
つ
け

る
し
、
国
王
以
下
の
上
品
支
配
屈
も
私
服
と
し
て
は
白
紆
布
の
衣
服
を
着
用
す
る
な
ど
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
徐
競
は

(715) 



「
高
麗
で
は
頭
巾
は
専
ら
文
羅
製
の
も
の
を
重
ん
じ
る
が
、
頭
巾
一
箇
の
価
は
米
一
石
に
当
る
の
で
細
民
に
は
そ
れ
を
入
手
す
る
だ
け
の

元
手
は
と
て
も
な
い
。
し
か
し
、
蕗
頭
で
は
罪
囚
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
恥
じ
て
、
竹
冠
を
作
っ
て
か
ぶ

っ
て
い
る
っ
」

一
九
民
庶
、
舟
人
の
条
）
、
「
貴
婦
人
は
毘
羅
で
首
を
覆
う
が
、
そ
れ
は
三
幅
の
布
地
で
作
り
、
幅

・
長
さ
と
も
八
尺
あ
る
（
以
上
、

細
民
の
家
の
女
性
だ
け
は
首
を
覆
う
物
は
つ
け
な
い
。
何
故
な
ら
、

に
も
な
る
の
で
、
と
て
も
財
力
的
に
手
が
出
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
と
く
に
禁
令
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（
以
上
同
書
同
巻
賤
使
の
条
）
」

(
8
)
 

な
ど
と
述
べ
て
、
絹
織
物
製
品
が
高
価
で
あ
っ
て
、
細
民
に
は
手
の
届
か
な
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
徐
競
の

記
述
か
ら
、
当
時
高
麗
で
は
絹
織
物
が
支
配
階
層
の
特
権
的
地
位
や
権
威
を
象
徴
す
る
衣
料
で
あ
り
、
し
か
も
奢
移
品
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
れ
に
対
し
て
、
紆
麻
布
が
当
時
の
基
本
的
衣
料
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

そ
の
値
が
銀
一
斤

絹
織
物
が
右
に
述
べ
た
如
き
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
故
に
、
高
麗
支
配
層
と
し
て
は
、
絹
織
物
、
と
り
わ
け
錦

．
綺

・
綾

・
羅

な
ど
が
広
く
庶
人
に
ま
で
普
及
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
と
、
上
記
の
如
き
支
配
陪
と
庶
人
間
の
秩
序
を
破
り
、
奢
移
の
風
を
変
延
さ
せ
る

元
兇
と
み
な
し
て
、
そ
の
弊
害
を
論
じ
、
禁
令
を
出
す
な
ど
し
て
、
抑
制
を
図

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
紬
と
紆
麻
布
を

高
麗
本
来
の
土
産
衣
料
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
錦

．
綺

・
綾

・
羅
な
ど
は
非
土
産
衣
料
と
す
る
考
え
方
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

う
し
た
考
え
方
を
最
初
に
述
べ
て
い
る
の
は
成
宗
元
年
（
九
九
二
）

の
岩
承
老
の
上
書
文
で
あ
る
。
同
年
は
、
地
方
豪
族
の
力
を
抑
え
、

容
問
に
応
え
て
、
改
革
を
要
す
る
問
題
二
八
箇
条
を
論
じ
た
書
を
奉
っ
て
、

高
麗
王
朝
の
支
配
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
支
配
体
制
の
整
備
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
年
で
あ
る
が
、
崖
承
老
は
成
宗
の

(

9

)

 

そ
の
事
業
の
方
向
づ
け
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
そ
の
中

で
、
彼
は
、
新
羅
時
代
に
は
公
卿

・
百
僚
と
庶
人
の
間
に
は
衣
服
の
格
差
が
規
定
さ
れ
て
い
て
、
貴
賤

・
尊
卑
の
弁
別
が
で
き
て
い
た
と

し
た
あ
と
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
（
『
高
麗
史
』
巻
九
三
裡
承
老
伝
所
収
。
傍
点
は
筆
者
）
。

掲
書
』
巻
二

0
婦
人
、
貴
婦
の
条
）
。
し
か
し
、

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

『
前

（
『
前
掲
書
』
巻

四
四

(716) 



し
、 由

是
、

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

「
文
彩
紗
骰
」
等
は
同
義
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

四
五

•••••

• 

公
襴
雖
非
土
産
、
百
僚
自
足
用
之
、
我
朝
、
自
太
祖
以
来
、
勿
論
貴
賤
、
任
意
服
着
、
官
雖
高
、
而
家
貧
、
則
不
能
備
公
梱
、

雖
無
職
、
而
家
富
、
則
用
綾

・
羅

・
錦

・
繍
、
我
國
土
宜
、
好
物
少
、
而
厖
物
多
、
文
彩
之
物
、
皆
非
土
産
、
而
人
人
得
服
、
則
恐
於

他
國
使
臣
迎
接
之
時
、
百
官
橙
服
、
不
得
如
法
、
以
取
恥
焉
、
乞
令
百
僚
、
朝
會
、

一
依
中
國
及
新
羅
之
制
、
具
公
闊

・
穿
、
執
奏
事

．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
 

之
時
、
着
抹

・
靴

・
絲
鞘

・
革
履
、
庶
人
不
得
着
文
彩
紗
設
、
但
用
紬
絹

す
な
わ
ち
、
高
麗
で
は
国
初
以
来
身
分
の
貴
賎
に
よ
る
衣
服
の
規
定
が
な
い
の
で
、
顕
官
で
も
貧
し
け
れ
ば
公
襴
を
用
意
で
き
な
い
の
に

対
し
て
、
無
職
者
で
も
富
裕
な
ら
綾

・
羅

・
錦

・
繍
を
用
い
る
に
至

っ
て
い
る。

く
、
多
く
は
粗
品
で
あ
り
、
文
彩
品
は
い
ず
れ
も
土
産
で
は
な
い
か
ら
、
誰
で
も
着
ら
れ
る
と
な
れ
ば
、
百
官
の
礼
服
も
規
定
通
り
整
え

ら
れ
ず
、
外
国
使
臣
迎
接
に
も
事
欠
く
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
百
官
の
朝
服
は
新
羅

・
中
国
の
制
度
に
倣

っ
て
公
襴
を
着
用
す
る
よ
う
に

一
方
庶
人
の
文
彩
紗
骰
の
着
用
は
禁
じ
て
、
紬
絹
の
み
用
い
さ
せ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
文
脈
か
ら
み
て
、
指
承
老
の
挙
げ
て
い

る
「
公
掴
」
、

「綾

・
羅

・
錦

・
緯」
、
「
文
彩
之
物
」
、

上
質
絹
織
物
の
綾

・
羅

・

錦

・
繍
を
内
容
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
非
土
産
な
の
で
、
庶
人
の
着
用
は
許
さ
な
い
と
い
う
で
あ
る
か
ら
、
逆

に
、
庶
人
の
使
用
を
認
め
る
紬
絹
は
土
産
品
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
紬
絹
は
紬
を
意
味
す
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に

、

紬
を
高
麗
本
来
の
土
産
衣
料
と
み

、

錦
•

練
・

綾
・

羅
等
は
非
土
産
衣
料
と
す
る
考
え
方
は

、

高
麗
末
の
為
政
者
に
も

•••••• 

一
貫
し
て
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
忠
恵
王
後
五
年
(
-
三
四
四
）
の
李
斉
賢
の
都
堂
へ
の
上
書
中
に
は
「
錦

・
繍
不
産
我
國
、
前
翡
公
卿

被
服
、
只
用
素
段
子
若
紬
布
」
と
あ
り
（
『
高
麗
史
』
巻
―

-
0李
斉
賢
伝
）
、
恭
慾
王
ニ
―
年
(
-
三
七
三
）
―
一
月
の
教
に
は
「
絹

．

羅
朝
服
、
皆
非
本
國
之
産
、

今
後
、

侍
臣
外
東
西
班
五
品
以
下
、
用
…
…
紬

．
紆
朝
服
」
と
あ
り
（
同
上
巻
七
二
輿
服
志
朝
服
の
条
）
、

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

さ
ら
に
恭
譲
王
三
年
(
-
三
九
一
）
三
月
の
房
士
良
の
上
蹄
中
に
は
「
我
朝
只
用
土
宜
紬

・
貯
麻
布
、
而
能
多
歴
年
、
所
上
下
饒
足
、
今

と
こ
ろ
が
、

高
麗
の
土
産
織
物
に
は
上
質
の
物
が
少

(717) 



藻
誌
銘
（
―
-
五
九
年
許
洪
材
撰
）

――

四
八
）
、
拝
椛
知
監
察
御
史
、

に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

ま
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
決
し
て
徐
競
の
偏
見
で
は
な
か

っ
た
。

『
宜
和
奉
使
高
麗
図
経
』

観
念
的
常
套
句
と
し
て
の
色
彩
が
濃
い
。
し
か
し
、
や
は
り
そ
こ
に
は
高
麗
の
現
実
の
一
定
の
反
映
が
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三

そ
の
点
に
関
し
て
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
上
記
徐
競
が

「
不
善
認
桑
、
其
絲
棧

・
織

・
紐
、
皆
仰
質
）
自
山
東

・
閥
浙
来
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
巻
二
三
雑
俗
、
土
産
の
条
）
。

な
わ
ち
、
高
麗
で
は
捉
蚕
に
精
通
し
て
お
ら
ず
、
良
質
の
絹
糸
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
中
国
の
山
東
省
や
福
建
省

・
浙
江
省
方

面
な
ど
か
ら
来
る
宋
の
商
人
の
も
た
ら
す
織
り
糸
に
専
ら
頼
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
桑
を
栽
植
し
て
蚕
を
飼
い
、
繭
を
と
る
こ
と

が
絹
織
物
生
産
の
最
も
基
礎
的
な
作
業
・
技
術
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
面
に
高
麗
で
は
精
通
せ
ず
、
低
い
段
階
に
と
ど

囚

…
…
、

丁
未
年
（
仁
宗
五
、

諸
中
外
、
遂
」
興
捉
謡
之
法
、
越
戊
辰
歳
（
毅
宗
二
、

『
韓
国
金
石
文
追
補
』

（
李
蘭
英
編
）
所
収

(
No
.
5
2
)
 

の
林
景
和
の

（
傍
点
は
筆
者
。
」
は
改
行
を
示
す
）
。

．
．
．
．
 

―
―
二
七
）
春
、
通
判
京
山
府
、
政
術
著
名
、
」
考
績
居
一
等
、
秩
満
、
加
景
鑑
殿
判
官

・
雑
織
署
令

・

都
兵
馬
」
録
事

・
大
府
注
簿

・
大
府
丞
、
是
時
、
孫
氏
醤
経
、
始
行
子
世
、
然
讀
」
者
莫
暁
其
意
、
公
以
方
言
繹
之
、
奏
取
朝
旨
、
頒

こ
れ
に
よ
る
と
、
林
景
和
は
一
―
二
七
年
か
ら
一
―
四
八
年
ま
で
の
ニ
―
年
間
に
京
山
府
通
判
か
ら
大
府
丞
に
至
る
官
職
を
歴
任
し
た
。

折
か
ら
「
孫
氏
の
蚕
経
」
な
る
書
物
が
高
麗
に
伝
え
ら
れ
て
流
布
し
た
が
、
読
む
者
は
誰
も
そ
の
内
容
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

林
景
和
は
方
言
す
な
わ
ち
朝
鮮
語
で
内
容
を
解
釈
し
、
国
王
の
意
向
を
と
り
つ
け
て
、
全
国
に
頒
布
し
た
結
果
、
漸
く
高
麗
で
も
旋
蚕
技

の
中
で
、

す

高
麗
の
絹
織
物
生
産
に
つ

い
て

刑
法
志
二
禁
令
の
条
。
い
ず
れ
も
傍
点
は
筆
者
）
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
、

確
か
に
倹
約
奨
励
と
身
分
網
紀
の
振
興
を
図
る
に
際
し
て
の

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

．
．
．
．
．
．
 

也
、
無
貴
無
賤
、
学
貿
異
土
之
物
、
…
…
、

願
自
今
、
士

・
庶

・
エ

・
商

・
賤
隷
、

一
禁
紗

．
羅

・
綾
段
之
服
」
と
あ
る

（
同
上
巻
八
五

四
六
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あ
る

高
鹿
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

（
傍
点
は
筆
者
）
。

伯
を
客
観
的
に
伝
え
る
も
の
だ
と
判
断
さ
れ
る
。

て
、
い
わ
ば
そ
の
織
務
の
一
っ
と
し
て
、

署
の
令
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

術
が
振
興
す
る
に
至
っ
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

(
10
)
 

憲
の
撰
し
た
『
蚕
書
』

二
巻
を
指
す
と
判
断
さ
れ
る
。
林
景
和
が
右
の
措
置
を
と
っ
た
時
期
に
関
連
し
て
は
、
彼
の
歴
任
官
織
中
に
雑
織

こ
れ
は
、
後
迩
す
る
よ
う
に
、
高
麗
中
央
で
絹
織
物
の
織
紆
を
管
掌
し
た
雑
織
署
の

一
等
官
（
ニ

)
、
正
八
品
）

で
あ
り
、
恐
ら
く
、
そ
の
地
位
に
つ
い
た
彼
は
、
低
水
準
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
高
麗
捉
蚕
法
を
振
興
す
る
必
要
を
刑
感
し

c
（
仁
宗
）
二
十
三
年
（
―
-
四
五
）

栽
植
、
従
之

「
孫
氏
蚕
経
」
の
等
入

・
普
及
を
図
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
記
事
⑧
に
み
え
る
雑
織
署
令

へ
の
任
官
順
序
が
比
較
的
早
い
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
時
期
は
仁
宗
在
位
中
(
-
―
ニ
ニ

l
四
六
）

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
徐
競
の
訪
問
よ
り
少
し
後
の
時
期
に
な
っ
て
、
初
め
て
高
屈
で
は
投
蚕
法
の
振
興
策
が
と
ら
れ
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
高
麗
で
は
「
不
善
認
桑
」
だ
と
の
徐
競
の
叙
述
は
、
彼
自
身
の
見
聞
に
基
づ
い
て
、
当
時
の
高
麗
の
実

「
孫
氏
蚕
経
」
す
な
わ
ち
孫
光
憲
の
『
蚕
書
』
は
書
名
が
伝
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
現
存
し
て
い
な
い
。
内
容
を
窺
う
す
べ
も
な
い
の

で
、
そ
れ
を
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
林
景
和
の
蚕
桑
振
興
策
の
具
体
的
状
況
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、

そ
れ
を
あ
る
程
度
窺
わ
せ
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
記
録
と
し
て
、

の
、
し
か
も
そ
れ
程
遅
く
な
い

『
高
麗
史
』
巻
七
九
食
貨
志
二
股
桑
の
条
所
収
の
次
の
よ
う
な
記
事
が

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

⑱
（
顕
宗
）
十
九
年

(
-
0
二
八
）
正
月
、
判
、
令
諸
道
州
縣
、
毎
年
桑
苗
、
丁
戸
二
十
根
、
白
丁
十
五
根
、
田
頭
種
植
、
以
供
醒
事

五
月
、
輸
投
都
監
奏
、
令
諸
道
州
縣
、
地
品
不
成
田
畝
、
桑

・
栗

．
漆

．
桔
、
随
地
之
性
、
勘
課

両
記
事
と
も
、
全
国
の
郡
県
で
の
桑
の
栽
植
に
関
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
c
は
仁
宗
の
末
年
に
当
り
、
恐
ら
く
、
林
景
和
の
振
興
策

「
孫
氏
の
蚕
経
」
は
著
者
の
姓
、

時
期
、

内
容
な
ど
か
ら
考
え
て
、

四
七

五
代
の
人
孫
光
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施
行
後
の
比
較
的
近
い
時
期
に
属
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
⑱
は
そ
れ
以
前
の
状
況
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
毎
年
戸
を

(

1
1
)
 

単
位
に
桑
苗
を
田
頭
す
な
わ
ち
耕
作
地
の
ほ
と
り
に
植
え
さ
せ
て
い
る
。
本
数
も
丁
戸
は
二

0
本
、
白
丁
戸
は
一
五
本
と
い
う
よ
う
に
少

く
、
全
体
と
し
て
、
小
規
模
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
c
で
は
地
性
が
桑
の
栽
植
に
適
し
た
「
地
品

ろ
う
。
そ
う
し
た
土
地
で
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
適
性
を
も
っ
た
そ
の
土
地
全
体
に
桑
を
植
え
る
こ
と
は
、
⑱
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
耕

地
の
ほ
と
り
に
い
わ
ば
副
次
的
な
形
で
栽
植
す
る
方
法
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
本
格
的
な
桑
田
な
い
し
桑
園
の
形
成
に
よ
る
大
規
模
栽
植
を

志
向
す
る
措
囮
と
考
え
ら
れ
、
恐
ら
く
、
林
景
和
の
捉
蚕
振
興
策
と
対
応
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

高
麗
で
は
、
確
か
に
、
徐
競
の
伝
え
る
如
く
、
蚕
桑
技
術
が
低
い
段
階
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。

当
然
生
産
さ
れ
る
繭
は
質
の
よ
く
な
い

も
の
が
多
く
、
ま
ず
真
綿
を
と
っ
て
つ
む
ぐ
か
、
あ
る
い
は
繭
か
ら
直
接
つ
む
ぐ
か
し
て
、
紬
布
を
織
成
す
る
方
向
が
主
流
を
占
め
る
こ

一
方
、
良
質
の
絹
糸
の
生
産
が
制
約
さ
れ
る
の
で
、
上
質
織
物
の
織
成
の
た
め
に
は
勢
い
中
国
か
ら
の
絹
糸
に

下
の
高
麗
為
政
者
の
考
え
方
の
基
礎
に
は
、

第
二
章

「
地
品
不
成
田
畝
」
は
地
力
が
低
く
、
股
耕
に
は
不
向
き
な
土
地
の
意
で
あ

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
紬
を
高
麗
本
来
の
土
産
衣
料
と
み
、
錦

．
綺

・
綾

・
羅
な
ど
は
非
土
産
衣
料
と
す
る
、
前
記
裡
承
老
以

こ
う
し
た
高
麗
蚕
桑
法
の
実
態
と
そ
れ
に
規
定
さ
れ
る
絹
織
物
生
産
の
在
り
方
が
あ
っ
た
と

高
麗
で
の
絹
織
物
生
産
に
関
し
て
比
較
的
具
体
的
に
伝
え
て
く
れ
る
の
は
、
前
章
で
も
少
し
触
れ
た
、
宋
人
徐
競
の
『
宣
和
奉
使
高
脱

図
経
』
巻
二
三
雑
俗
の
土
産
の
条
に
み
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

い
え
よ
う
。

と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

中
央
に
お
け
る
絹
織
物
生
産

不
成
田
畝
」
全
体
に
栽
植
さ
せ
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

四
八
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高
鹿
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

．． 

ヽ
繍
匠
行
首

校
尉
一
。

ナ
石

液
庭
局
、

．． 

／
七
石
錦
匠
指
諭

汁

承

旨

一

、

．． 

ヽ
羅
匠
行
首

校
尉
一
。

ナ
石

•••• 錦

匠

行

首

綾

匠

行

首

副
正

一
。

十
石

大
匠

一
、

稲
十
五
石

四
九

⑮

諸
衛
門
エ
匠
別
賜
、
並
以
役
三
百
日
以
上
者
、
給
之
。
文
宗
三
十
年
(
1
0七
六
）
定
。
：
＇
•
，．ヽ

雑
織
署
、

．． 
闊
匠
指
諭
承
旨
同
正

一
、
行
首
校
尉
二
、

米
七
石

-0
人
に
一
人
は
エ
匠
で
、
優
れ
た
者
は
王
府
に
所
属
さ
せ
て
い
る
の
で
、
近
年
は

(

1

2
)
 

器
物
や
織
物
等
の
工
芸
品
は
益
々
精
巧
に
な
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

従

っ
て
、

央
各
司
所
属
の
エ
匠
に
よ
る
工
芸
品
生
産
（
恐
ら
く
、
各
司
付
設
の
工
場
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）
の
一
環
と
し
て
の
絹
織
物
生
産
に

「北
虜
降
卒
」
と
は
契
丹
か
ら
の
来
降
者
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

徐
競
の
伝
え
る
中
央
各
司
付
設
工
場
で
の
絹
織
物
生
産
に
関
す
る
高
麗
側
の
具
体
的
記
録
は
な
い
。
し
か
し
、

と
し
て
、
次
に
掲
げ
る

『
高
麗
史
』
巻
八
〇
食
貨
志
三
禄
俸
条
所
収
の
規
定
が
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

そ
れ
を
窺
わ
せ
る
も
の

つ
い

て
述
べ

て
い
る
の
で
あ
り
、

⑪
は
中

る
と
、
契
丹
か
ら
の
来
降
者
は
数
万
人
に
及
ぶ
が
、

中
で
も
人
並
優
れ
た
技
術
の
所
有
者
は
撲
頭
所

・

将
作
監
な
ど
の
中
央
国
家
機
関
に
所
属
し
て
い
る
。

•
…

•
•

ま
た
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
事
は
、
徐
競
が
同
書
巻

一
九
民
庶
の
エ
技
の
条
で
、

「
高
麗
工
匠
の
技
術
は
非
常
に
優
れ
て
い
る
が
、

彼
は
紆
麻
布
生
産
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
高
麗
で
は
元
来
文
羅

・
花
綾

・
緊
絲

・
錦
や
闊
（
毛
織
り
布
）
な
ど
の
上
質

・
高
級
な
絹
織
物

の
織
成
技
術
に
優
れ
て
い
た
が
、
近
ご
ろ
は
来
降
す
る
北
方
の
異
民
族
中
に
エ
匠
が
多
く
て
、

精
巧
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
彼
が
見
聞
し
た
―
二
世
紀
前
半
の
状
況
だ
と
み
て

勝
於
前
日
、

••
•
•
••
• 

⑲
:
:
.
.、
其
國
自
種
紆
麻
、
人
多
衣
布
、
絶
品
者
、
謂
之
維
、
潔
白
如
玉
、
而
窄
邊
幅
、
王
典
貴
臣
、
皆
衣
之
、
不
善
醤
桑
、
其
絲
錢
．

•
••••••••••••• 

••••

•
•
••

•••••

••• 

織
・

紆
、

皆
仰
賣
人
自
山
東

•

閲
浙
来

、

頗
善
織
文
羅

・

花
綾

r

緊
絲

・

錦
蔚
、
通
来
北
咀
降
卒

、

エ
技
甚
衆

、

故
益
奇
巧

、

染
色
又

そ
の
技
術
面
で
の
寄
与
も
あ
っ
て
、
益
々

(721) 
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-
K
[
U
nさ

属
の
匠
人
に
よ
っ
て
は
織
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

こ
の
規
定
は
軍
器
監

・
中
尚
署

・
掌
冶
署

・
都
校
署

・
尚
衣
局

・
雑
織
署

・
披
庭
局

・
尚
乗
局

・
大
僕
寺

・
内
弓
箭
庫
等
の
中
央
諸
官
司

所
属
の
エ
匠
の
う
ち
、

（
籾
米
）

一
年
間
に
三

0
0
日
以
上
匠
人
と
し
て
の
任
務
（
職
役
）

で
俸
給
を
支
給
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
。
そ
こ
に
は
支
給
対
象
と
し
て
、
各
種
の
エ
匠
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
織
物
に

関
す
る
匠
人
と
し
て
は
雑
織
署
及
び
披
庭
局
に
所
属
す
る
も
の
と
し
て
、
錦
匠

・
紹
匠

・
羅
匠

・
綾
匠

・
厠
匠
が
み
え
る
。

雑
織
署
は
『
高
罷
史
』

巻
七
七
百
官
志
二
雑
織
署
の
条
に
よ
る
と
「
掌
織
紐
」
と
あ
っ
て
、

で
あ
ろ
う
）

の
織
成
の
任
に
当
っ
た
機
構
で
あ
っ
た
。
披
庭
局
に
関
し
て
も
、
同
様
に
『
高
麗
史
』
巻
七
七
百
官
志
二
披
庭
局
の
条
に
説

明
が
あ
る
が
、
機
能

・
沿
革
な
ど
の
記
述
に
不
分
明
な
点
が
多
く
、
今
後
の
究
明
課
題
と
い
え
る
。
た
だ
、
披
庭
局
が
や
は
り
中
央
に
あ

っ
て
織
紆
の
任
に
関
っ
て
い
た
こ
と
を
前
掲
⑮
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
所
属
し
た
前
記
の
匠
人
た
ち
は
、
前
掲
⑪
で
徐
競

が
高
麗
の
中
央
部
で
織
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
挙
げ
て
い
る
高
級
絹
織
物
に
関
連
す
る
人
達
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
高
麗
の
土
産
織

物
と
し
て
、
錦

．
綺

・
綾

・
羅
な
ど
と
対
比
さ
れ
る
紬
や
紆
麻
布
に
関
連
す
る
匠
人
名
は
み
え
な
い
。
恐
ら
く
、

要
す
る
に
は
、
⑮
は
⑪
の
伝
え
る
国
家
中
央
に
お
け
る
高
級
絹
織
物
織
成
の
状
況
に
対
応
す
る
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
R
に

よ
っ
て
、
ま
ず
、
高
麗
中
央
部
で
の
高
級
絹
織
物
の
生
産
は
雑
織
署

・
披
庭
局
二
司
の
監
督
下
に
、

る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
な
ど
各
種
の
称
号
を
国
家
か
ら
授
与
さ
れ
、

て
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
中
央
諸
司
に
所
厩
し
、
生
産
に
従
事
し
た
こ
れ
ら
の
匠
人
は
、
武
散
階
と
い
う
位
階
の
称
号
、
あ

(

1

3

)

 

そ
れ
を
通
し
て
の
土
地
の
分
給
も
受
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
さ

ら
に
年
間
立
役
期
間
が
三

0
0
日
を
超
過
す
る
場
合
に
は
、
禄
俸
の
支
給
も
取
け
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
麗
で
は
蚕
桑
技
術
が
充
分
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
点
を
正
確
に
認
識

・
把
握
し
て
、
徐
競
は
右
の

高
鹿
時
代
の
絹
織
物
生
産
に

つ
い
て

に
従
事
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
代
伯
と
し
て
、
米
や
稲

正
に
中
央
で
織
物
（
恐
ら
く
、
絹
織
物
類

そ
れ
ら
が
中
央
官
司
所

そ
れ
ら
に
所
厩
す
る
匠
人
ら
に
よ

っ

五
〇
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高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

五

(
-
―
八
五
）
春
正
月
辛
丑
の
条
に
は
次
の
如
く
み
え
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

西
北
面
兵
馬
使
李
知
命
、
猷
契
丹
絲
五
百
束
、
知
命
之
陛
群
也
、
王
召
入
内
殿
、
親
諭
曰
、
義
州
（
平
安
北
道
）
雖
禁
雨
國
互
市
、
卿

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

宜
取
龍
州
（
平
安
北
道
龍
川
。
義
州
の
南
）
庫
貯
布
、
市
丹
絲
、
以
進
、
故
有
是
猷
、
毅
宗
時
、
凡
金
國
所
贈
絲

・
絹
等
物
、
半
入
内

府
、
以
而
御
用
、
半
付
大
府
、
以
充
経
費
、
王
即
位
以
後
、
悉
入
内
府
、
賜
諸
槌
膝
、
府
蔵
虚
渇
、
徴
求
至
此

生
産
の
発
展
に
寄
与
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

っ
て
き
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

如
き
高
麗
の
中
央
官
営
工
場
に
お
け
る
絹
織
物
生
産
が
専
ら
山
東
省
や
福
建

・
浙
江
省
方
面
な
ど
か
ら
来
る
中
国
商
人
の
も
た
ら
す
絹
糸

に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
麗
中
央
で
の
絹
織
物
生
産
は
中
国
商
ノ
の
通
商
活
動
と
極
め
て
密
接
な
連
繋

そ
れ
と
同
時
に
、
高
麗
中
央
で
の
絹
織
物
生
産
は
北
方
の
大
陸
方
面
の
動
向
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
徐

競
は
近
年
契
丹
か
ら
の
来
降
者
中
に
多
い
絹
織
物
匠
人
の
技
術
面
で
の
寄
与
に
よ
っ
て
、
高
麗
の
高
級
絹
織
物
の
織
成
は
益
々
精
巧
に
な

―
―
一
六
年
ご
ろ
、
金
国
を
建
て
た
女
真
人
の
攻
勢
の
激
化
、
東
京
（
中
国
遼
寧
省
遼
陽
）

の
反
乱
な
ど
内
外
か
ら
の
契
丹
の
政
治
変
動
を
機
に
、
漢
人

・
か
夫
人

・
西
女
真
人

・
渤
海
人

・
契
丹
人
な
ど
契
丹
支
配
下
に
あ

っ
た
人
々

が
高
麗
に
来
投
し
て
い
る
。
「
遜
来
北
虜
降
卒
」
と
い
う
の
は
、
単
に
契
丹
人
の
み
で
は
な
く
て
、
恐
ら
く
ひ
ろ
く
そ
れ
ら
各
種
の
人
々

(

1

4
)

（

15
)
 

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
契
丹
は
華
北
の
漢
人
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
で
の
絹
織
物
生
産
を
発
展
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
り
、

恐
ら
く
、
契
丹
か
ら
の
来
降
者
中
に
は
そ
う
し
た
方
面
に
携
わ
っ
て
い
た
匠
人
も
混
っ
て
い
て
、

こ
の
ほ
か
に
、
契
丹
絲
ま
た
は
略
し
て
丹
絲
と
呼
ば
れ
る
絹
糸
も
北
方
か
ら
流
入
し
て
い
る
。

を
保
ち
な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

の
渤
海
人

そ
の
技
術
に
よ

っ
て
、

高
麗
の
絹
織
物

『
高
麗
史
』
巻
二

0
明
宗
世
家
一
五
年

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
契
丹
絲
は
金
代
に
大
陸
方
面
に
出
ま
わ
っ
て
い
た
絹
糸
で
あ
り
、
高
麗
の
大
陸
方
面
へ
の
窓
口
に
当
る
義
州
で
の

(723) 



第
一
節
甲
坊
に
よ
る
生
産

地
方
に
お
け
る
絹
織
物
生
産

ら
存
在
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

金

・
高
麗
両
国
の
交
易
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、

高
麗
に
は
金
か
ら
の
贈
賜
品
と
し
て
流
入
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
、
明
宗
の

前
の
毅
宗
代
(
-
―
四
六
ー
七

0
)
か
ら
金
か
ら
の
賜
与
が
始
ま
っ
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
窺
わ
れ
る
。
最
後
の
点
に
関
し
て
は
、
こ
の

(

1
6
)
 

ほ
か
の
関
連
記
録
と
し
て
、
毅
宗
代
に
内
侍
（
王
側
近
の
官
僚
群
）
や
嬰
臣
に
丹
糸
を
賜
与
し
た
こ
と
を
伝
え
る
二
例
が
あ
る
だ
け
な
の

(

1

7
)
 

か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
金
の
支
配
下
に
入

っ
た
、

絹
織
物
生
産
先
進
地
帯
と
し
て
の
旧
契
丹
領
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

に
因
由
し
て
つ
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
中
国
か
ら
の
絹
糸
に
対
し
て
は
副
次
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

高
麗
中
央
に
お
け
る
高
級
絹
織
物
生
産
の
体
制
の
沿
革
に
つ
い
て
は
明
文
が
な
く
、

禄
俸
支
給
規
定
が
制
定
さ
れ
た
文
宗
三

0
年

(
1
0七
六
）
以
前
か
ら
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
禄
俸
支
給
規
定
の
制
定

は
、
国
初
以
来
続
け
ら
れ
て
き
た
中
央
官
制
整
備
の
動
き
が
同
年
に
至
っ
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
こ
と
と
相
関
々
係
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、

中
央
官
営
工
場
で
生
産
さ
れ
る
絹
織
物
類
の
用
途
は
、
対
外
的
な
進
奉
品
に
充
て
た
り
、
国
王
以
下
の
高
麗
支
配
層
の
用
に
供
す
る
な
ど

に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
て
、
中
央
官
営
工
場
に
よ
る
絹
織
物
生
産
の
体
制
は
建
国
後
の
か
な
り
早
い
時
期
か

的
（
顕
宗
三
年
、

第
三
章

『
高
麗
史
』
巻
七
九
食
貨
志
二
農
桑
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る

-
0
―
二
）
三
月
、
教
日
、
洪
範
八
政
、
以
食
為
先
、
此
誠
富
國
強
兵
之
道
也
、
比
者
、
人
習
浮
靡
、
棄
本
逐
末
、
不

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に

つ
い
て

（
傍
点
は
筆
者
）
。

そ
の
高
麗
へ
の
流
入
の
機
会

・
量
は
恒
常
的

・
大
紐
的
な
も
の
だ
っ
た
と
は
考
え

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
、

五

(724) 



み
て
、

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

©
•
•
…
•
、

宰
相
柳
蔽
謂
曰

、

子
有
文
學

、

不
宜
為
吏

、

令
赴
學

、

果
中
第
、
…
…
、

自
是
揚
歴
中
外

、

皆
以
廉
勤
精
明
稲

、

留
守
東
京

歯
有
一
庫
、
賦
民
綾

・
羅
、
貯
之
、
名
甲
坊
、
充
貢
献
、
嵐
餘
甚
多
、
皆
為
留
守
所
私
、
喧
撤
甲
坊
、
以
一
年

（
鹿
尚
北
道
殿
州
）
、

所
収
、
支
三
年
貢
、
…
…
、

忠
烈
初
、
…
…

傍
点
を
付
し
た
の
は
権
咀
の
東
京
留
守
（
地
方
長
官
）
在
任
時
の
事
績
で
あ
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
明
文
が
な
い
が
、
諸
般
の
状
況
か
ら

恐
ら
く
元
宗
の
治
世
(
―
二
五
九
ー
七
四
）
の
前
半
に
属
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

咀
の
赴
任
以
前
か
ら
甲
坊
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
り
、
慶
州
か
ら
国
家
中
央
へ
の
貢
納
品
に
充
当
す
る
た
め
に
脱
州
民
か
ら
徴
収
し
た
綾

さ
て
、

右
掲
記
事
に
よ
る
と、

五 度
州
に
は
椛

は
筆
者
）
。

甲
坊
の
機
能
に
関
す
る
右
の
如
き
理
解
を
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
、

『
高
麗
史
』
巻
一
〇
七
櫂
胆
伝
所
収
の
次
の
記
事
が
あ
る
（
傍
点

•
••
••

•
•••••••••

•
••• 

知
稼
稽
、
其
諸
道
錦

．
綺
雑
織
甲
坊
匠
手
、
並
令
抽
減
、
以
就
農
業

こ
こ
で
は
、
近
来
人
々
が
浮
靡
に
流
れ
て
、
農
耕
を
疎
に
す
る
風
潮
が
あ
り
、
そ
れ
を
矯
正
す
る
方
策
の

一
環
と
し
て
、

雑
織
甲
坊
匠
手
」
の
一
部
を
削
減
し
、
製
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

く
い
面
を
も
つ
表
現
だ
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
諸
道
に
あ
る
、
錦

．
綺
な
ど
も
ろ
も
ろ
の
織
物
を
織
成
す
る
甲
坊
と
い
う
機
構
所
屈

の
匠
ノ
」
で
あ
ろ
う
。
甲
坊
は
文
字
面
か
ら
み
て
鎧
の
生
産
機
構
だ
と
の
理
解
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る

と
、
匠
）
の
定
員
削
減
の
理
由
の
「
人
習
浮
靡
（
）
々
が
見
か
け
だ
け
の
華
美
の
風
に
染
ま
る
）
」
と
そ
ぐ
わ
な
い
し
、
さ
ら
に
、
契
丹
の

第
二
次
侵
寇
（
顕
宗
元
年
ー
ニ
年
）
直
後
で
対
外
的
に
緊
迫
し
た
状
況
が
み
ら
れ
た
は
ず
の
時
点
で
の
定
員
削
減
と
も
整
合
し
な
い
。
ゃ

ま
り
、

9
,
T
 

そ
れ
は
「
人
習
浮
靡
」
と
指
弾
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
錦

．
綺
な
ど
の
奢
移
的
織
物
を
生
産
す
る
機
構
で
あ
り
、
そ
の
故
に
こ
の

時
点
で
所
属
匠
人
を
削
減
し
、
帰
農
さ
せ
る
政
策
の
対
象
と
さ
れ
た
と
み
る
の
が
、
⑰
の
内
容
に
即
し
た
自
然
な
理
解
で
あ
ろ
う
。

「
諸
迅
錦

．
綺

「
諸
道
錦

．
綺
雑
織
甲
坊
匠
手
」
は
わ
か
り
に
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や
羅
を
貯
え
て
お
く
倉
庫
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
甲
坊
と
い
う
名
称
、
疫
州
と
い
う
地
方
郡
県
に
存
在
す
る
こ

と、

元
宗
以
前
か
ら
存
続
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
の
諸
点
か
ら
み
て
、

一
定
の
制
度
的
変
化
を
蒙
り
な
が
ら
元
宗
代
に
不

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

物
が
慶
州
か
ら
国
家
に
貢
納
す
る
綾

・
羅
と
い
う
特
定
織
物
に
関
連
す
る
施
設
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
甲
坊
が
本
来
綾

・
羅
と
い
っ
た

高
級
絹
織
物
の
調
達
に
関
す
る
機
構
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
前
掲
記
事
⑦
に
み
え
る
甲
坊
は
錦

．
綺
、
さ
ら
に
は
綾

・
羅
と
い
っ
た
各
種
の
高
級
絹
織
物
の
織
成
を
本
来
の
機
能

と
す
る
機
構
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
甲
坊
は
「
諸
道
」
に
存
在
し
た
と
い
う
。
高
麗
時
代
に
は
、
全
国
を
大
き
く
い
く
つ
か
の
逍

(

1

8
)
 

に
区
画
し
、
各
道
に
官
吏
を
派
遺
し
て
、
道
内
の
統
制
と
地
方
官
の
監
察
に
当
ら
せ
て
い
た
。
こ
こ
の
「
諸
道
」
は
そ
う
し
た
意
味
の
道

に
当
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
恐
ら
く
、
甲
坊
は
こ
の
地
方
行
政
監
察
官
の
治
所
所
在
地
に
設
け
ら
れ
、
彼
の
監
督
下
に
四
か
れ
た
と
推
測

『
高
麗
史
』
巻
八
五
刑
法
志
二
禁
令
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

••••••• 

仁
宗
九
年
（
―
-
三
一
）
五
月
、
停
内
外
錦

・
緯
工
作
。
限
十
年
、
禁
庶
人
羅
衣

・
絹
袴
、
騎
馬
都
中
、
及
奴
隷
革
帯

こ
こ
で
は
、
庶
人

・
奴
婢
の
服
装

・
騎
馬
な
ど
に
関
す
る
禁
令
と
共
に
「
内
外
で
の
錦
や
繍
（
縫
い
取
り
の
あ
る
絹
布
）
の
織
成
」
を
停

止
す
べ
き
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
内
外
は
中
央
と
地
方
で
あ
り
、

る
錦

・
繍
の
織
成
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

し
て
い
る
地
方
の
甲
坊
で
の
錦

・
繍
の
生
産
に
該
当
す
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

前
掲
⑰
に
は
、
甲
坊
の
エ
匠
を
削
減
し
て
、
農
業
に
就
か
せ
る
理
由
と
し
て
、

さ
れ
る
。

迫
制
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
恐
ら
く
、

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

「
比
者
、
人
習
浮
靡
、
棄
本
逐
末
、
不
知
稼
稿
」
す
な

「
外
」
で
の
「
エ
作
」
と
い
う
の
は
正
に
こ
こ
で
問
頌
に

「
内
」
に
お
け
る
「
エ
作
」
が
上
記
し
た
中
央
官
営
工
場
に
お
け

こ
の
度
州
の
甲
坊
は
前
掲
⑰
に
み
え
る
諸
道
の
甲
坊
の

そ
れ
で
も
な
お
そ
の
建

わ
ち
、
近
来
人
々
は
浮
靡
の
風
に
染
ま
り
、
農
業
を
捨
て
、
忘
れ
去
っ
て
、
商
工
業
の
利
益
の
み
を
追
い
求
め
て
い
る
か
ら
だ
と
説
明
し

五
四
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高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

五
五

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
甲
坊
の
エ
匠
は
、
ま
ず
人
数
的
に
か
な
り
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
し
、
さ
ら
に
、
腹
耕
を
顧
み

る
余
裕
も
殆
ん
ど
な
い
ほ
ど
に
継
続
し
て
本
来
の
任
務
で
あ
る
絹
織
物
生
産
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
中
央
諸
司
所
属

一
定
期
間
以
上
立
役
す
る
者
に
は
禄
俸
の
支
給
が
あ
り
、
武
散
階
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
位
階
や
称

号
の
授
与
と
そ
れ
に
伴
う
土
地
の
分
給
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
、
在
地
の
甲
坊
の
場
合
明
文
が
な
く
、
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
雑
織
署
や
披
庭
局
な
ど
に
所
属
し
て
絹
織
物
生
産
に
当
る
エ
匠
は
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
在
地
の
エ
匠
が
上
京
し
て
立
役
し
た
と

も
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
右
記
の
如
き
中
央
官
営
工
場
の
匠
人
に
対
す
る
処
遇
は
在
地
甲
坊
の
エ
匠
に
関
し
て
も
基
本
的
に
共
通
し
て
み

地
方
の
甲
坊
で
生
産
さ
れ
た
錦

．
綺

・
綾

・
羅
な
ど
の
絹
織
物
の
用
途
に
つ
い
て
は
前
掲
⑰
に
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

c
に
み
え
る
慶
州
の
甲
坊
は
慶
州
か
ら
国
家
中
央
に
貢
納
す
る
た
め
の
綾

・
羅
を
民
か
ら
徴
収
し
、
貯
蔵
し
て
お
く
こ
と
を
機
能
と
し
て

い
た
。
そ
れ
は
在
地
甲
坊
が
一
定
の
制
度
的
変
化
を
蒙
り
な
が
ら
も
、
本
来
の
機
能
や
存
在
形
態
を
基
本
的
に
継
承
し
、
保
存
し
て
い
る

の
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
逆
に
、
c
に
み
え
る
慶
州
の
甲
坊
の
機
能
か
ら
み
て
、
⑰
の
伝
え
る
各
地
の
甲
坊
で
織
成
さ
れ
た
錦

．
綺

・
綾

・

羅
な
ど
は
各
道
あ
る
い
は
道
内
各
郡
県
な
ど
か
ら
中
央
へ
の
貢
納
に
主
に
充
て
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

前
述
の
如
く
、
高
麗
で
は
蚕
桑
技
術
の
発
達
が
不
充
分
で
、
良
質
の
絹
糸
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
中
央
で
の
高
級
絹
織
物
生
産
は
専
ら

中
国
人
商
人
の
も
た
ら
す
原
料
糸
に
頼
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
在
地
の
高
級
絹
織
物
生
産
機
構
と
し
て
の
甲
坊
の
場
合
も
、

地
元
で
原
料
の
良
質
な
絹
糸
を
入
手
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
基
本
的
に
同
じ
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
当
然
他
か
ら
調
達
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
掲
c
の
後
の
部
分
に
、

•••

•
•••

.
• 

...

...、
忠
烈
初
、
…
…
、
其
（
権
咀
）
按
慶
尚
也
、
晉
州
副
使
白
玄
錫
、
…
・:
、
重
欲
御
衣
封
綾

・
羅
絲
債
、
私
用
之
、
…
…
、

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

の
エ
匠
の
場
合
に
は
、
国
家
か
ら
、

咀
並
劾
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一
年
に
定
着
）
巻
七
京
畿
道
朧
州
牧
古
跡
の
条
所
収
登
神
荘
の
項
の
割
註
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

凪
子
所
在
之
邑
。
高
麗
時
、
又
有
稲
所
者
、

⑲

今

按
、
新
羅
建
置
州
郡
時
、
其
田
丁

・
戸
口
、
未
堪
為
縣
者
、
或
置
郷
、

有
金
所

・
銀
所

・
銅
所

・
鐵
所

・
絲
所

・
紬
所

・
紙
所

・
瓦
所

・
炭
所

・
塩
所

・
墨
所

・
薩
所

・
慈
器
所

・
魚
梁
所

・
将
所
之
別
、
而

各
供
其
物
。
又
有
稲
慮
者
、
又
有
稲
荘
者
、
分
隷
子
各
宮
殿

・
寺
院
及
内
荘
宅
、
以
輸
其
税
。
右
諸
所
、
皆
有
土
姓
吏
民
焉
。

…
…

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
高
麗
時
代
に
は
金
所

・
銀
所

・
銅
所

・
鉄
所

・
絲
所

・
紬
所

・
紙
所

・
瓦
所

・
炭
所

・
塩
所

・
堡
所

・
壼
所

・
磁

李
朝
初
期
に
編
簗
さ
れ
た
地
理
書
の
一
っ
『
新
増
東
國
輿
地
勝
魏
』

第

二

節

紬

所

と

絲

所

っ
て
甲
坊
で
織
成
し
た
製
品
を
納
入
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
一
四
八
一
年
に
最
初
に
成
立
し
た
も
の
を
補
訂
し
て
、

羅
を
調
達
す
る
た
め
に
地
方
官
が
「
絲
価
」
を
州
民
か
ら
徴
収
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

と
あ
る

こ
と
で
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。
す
な
わ
ち
、
晉
州
か
ら
貢
納
す
る
御
衣
対
（
樹
と
音
通
。
す
な
わ
ち
国
王
御
用
衣
服
）
用
の
綾

・

(

1

9
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そ
の
内
容
は
約
麻
布
で
あ
っ
た
。

衣
樹
用
の
綾

・
羅
を
織
成
す
る
た
め
の
絹
糸
購
入
の
費
用
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
名
目
の
費
用
を
徴
収
す
る
の
は
、
地
元
で
腹
民
か
ら

の
税
の
形
で
絹
糸
を
調
達
で
き
ず
、
他
か
ら
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
し
か
も
、
地
方
か
ら
貢
納
す
る
御
衣

樹
用
の
綾

・
羅
に
は
元
来
在
地
甲
坊
の
製
品
が
当
て
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
晋
州
の
事
例
は
、
後
辿
の
如
く
、
甲
坊
以
後
の

時
期
に
属
す
る
が
、
絲
価
の
徴
収
に
よ
っ
て
綾

・
羅
を
調
達
し
、
貢
納
す
る
方
法
自
体
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
形
を
基
本
的
に
継
承
し
て
い

る
と
判
断
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
道
や
郡
県
か
ら
の
綾

・
羅

・
錦

．
綺
な
ど
の
貢
納
の
場
合
、
ま
ず
各
地
の
牒
民
か
ら
絲
価
の
名
目
で
紆

麻
布
を
徴
収
し
て
、
所
要
の
絹
糸
を
購
入
し
（
恐
ら
く
、
王
都
で
主
と
し
て
中
国
商
ノ
の
も
た
ら
し
た
も
の
を
で
あ
ろ
う
）
、

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

•••••••• 

之
、
…
…
、

晉
州
守
岩
昂
所
貢
綾

・
羅
甑
、

或
置
部
曲
、

•••••••••••• 

王
命
考
問
、
邑
吏
以
咀
為
按
廉
、
減
折
絲
債
酎
、

一
五
三

そ
れ
を
も

「
絲
価
」
は
御

五
六
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麻
麗
時
代
の
絹
緻
物
生
産
に
つ
い
て

所
在
の
絹
織
物
生
産
の
機
構
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

五
七

し
、
彼
ら
が
身
分

・
負
担

・
屈
住
地
か

器
所

・
魚
梁
所

・

い
る
如
く
、
部
分
的
に
錯
誤
を

所
等
各
種
の
所
な
る
も
の
が
存
在
し
た
と
い
う
。
同
記
事
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

(
2
0
)
 

含
み
、
所
に

OOし
て
も
、
実
際
に
存
在
し
た
茶
所
を
欠
落
す
る
な
ど
の
一
定
の
杜
撰
さ
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
、
郷

・
祁
曲

・
所

(
2
1
)
 

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
荘

・
処
な
ど
の
高
罷
時
代
に
お
け
る
状
況
を
比
較
的
よ
く
伝
え
ー

そ
う
し
た
史
ー
⑭
の
挙
げ
る
所
の
中
に
紬
所

・
絲
所
と
い
う
二
種
類
の
所
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
同
記
事
は
高
岡
時
代
の
所
の

所
は
所
種
号
の
頭
に
付
さ
れ
た
物
品
を
そ
れ
ぞ
れ
に
生
産
し
、

た
。
す
な
わ
ち
、
金
所

・
銀
所

・

所

・
鉄
所
は
そ
れ
ぞ
れ
採
掘

・
精
製
し
た
金

・
銀

・
銅

・
鉄
な
ど
各
種
金
属
を
、
瓦
所
や
磁
器
所
は

瓦
や
青
磁
は
か
の
陶
磁
器
な
ど
の
焼
物
類
を
、
塩
所

・
滋
所

・
魚
梁
所
は
塩

・
わ
か
め

・
魚
介
類
な
ど
の
海
産
物
を
、
紙
所

・
忠
所
は

記
具
と
し
て
の
紙
と
墨
を
、
茶
所

・

従
っ
て
、
そ
の
一
珠
を
な
す
紬
所
と
絲
所
は
そ
れ
ぞ
れ
紬
と
絹
糸
を
生
産
し
、
貢
納
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
地
方

所
は
高
麗
時
代
の
地
方
行
政
機
構
（
郡
県
制
）

て
戸
籍
に
登
録
す
る
1

再
編
成
し
、

の
一
斑
を
な
す
一
種
の
行
政
区
画
と
し
て
、
郡
県
の
下
邪
に
謀
屈
す
る
形
で
存
在
し
て

い
た
。
既
存
の

n然
村
落
の
領
域

・
住
民
な
ど
の
全
体
を
甜
匝
王
朝
が
所
と
し
て
把
握
し
て
1

具
体
的
に
は
、
住
民
全
体
を
所
民
と
し

そ
れ
ぞ
れ
に
特
定
物
品
の
生
産

・
四
納
を
義
務
づ
け
る
、
そ
う
し
た
形
で
一
般
の
所
は
成
立
し

た
。
従
っ
て
、
そ
の
基
本
的
構
造
は
村
落
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
在
地
の
地
方
支
配
実
務
担
当
者
た
る
郷
吏
の
統
率
下
に
、
そ
の
地
を
本
貫

と
す
る
人
々
が
居
住
し
て
い
た
。
高
罷
王
朝
は
、
所
に
よ
る
各
種
物
品
の
生
産
と
貢
納
を
永
続
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
所
民
仝
体
を
一

般
郡
県
民
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
社
会
的

・
政
治
的
に
殆
ん
ど
奴
婢
に
近
い
賤
民
身
分
に
緊

所
は
菜
材
な
い
し
嗜
好
品
と
し
て
の
茶

•

生
盗
を

、

炭
所
は
燃
料
の
炭
を
と
い
う
風
に
で
あ
る
。

り
、
要
す
る
に
、

国
家
に
貢
納
す
る
こ
と
を
課
せ
ら
れ
た
機
構
で
あ
っ

機
能
に
つ
い
て
「
而
各
供
其
物
」

と
説
明
し
て
い
る
。

「
其
物
」

は
所
の
種
類
を
表
わ
す
称
号
と
し
て
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
物
品
で
あ
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し
か
し
、

い
ず
れ
の
場
合

ら
離
脱
で
き
な
い
よ
う
に
種
々
の
制
約
を
設
け
た
。
そ
の
結
果
、
原
則
と
し
て
王
朝
か
ら
の
連
帯
的
恩
宜
と
し
て
県
に
昇
格
す
る
場
合
以

各
種
物
品
の
生
産
と
貢
納
と
い
う
所
の
負
担
は
貢
賦
と
称
さ
れ
る
税
目
の
一
環
を
な
し
て
い
た
。
貢
賦
は
田
税

・
径
役
と
並
ん
で
高
麗

税
制
の
大
綱
を
構
成
す
る
税
目
の
一
っ
で
、

王
室
や
国
家
諸
機
関
で
必
要
と
す
る
諸
般
の
物
品
を
原
則
と
し
て
現
物
納
す
る
こ
と
を
内
容

と
し
て
い
た
。
貢
賦
の
内
容
、
歴
史
的
性
格
等
の
具
体
的
究
明
は
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
誓
‘
大
き
く
分
け
て
、
そ
れ
は
所
の
負
担

と
郡
県
民
の
負
担
と
か
ら
成
っ
て
い
た
。
郡
県
民
の
貢
賦
の
負
担
は
、
建
前
と
し
て
、
郡
県
単
位
の
団
体
的
性
格
の
強
い
も
の
で
、
毎
年

一
定
額
を
定
例
的
に
生
産

・
貢
納
す
る
常
貢
と
そ
れ
以
外
に
必
要
に
応
じ
て
臨
時
に
徴
収
さ
れ
る
別
貢
の
二
通
り
の
負
担
の
仕
方
が
あ

っ

た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
実
際
に
は
、
郡
県
民
各
人
が
国
家
に
対
す
る
役
（
貢
物
調
達
の
た
め
の
貢
役
）

と
い
う
形
で
均
等

に
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
物
品
に
よ
っ
て
は
平
布
（
普
通
の
品
質
の
紆
麻
布
）

そ
れ
に
対
し
て
、
所
の
貢
賦
の
負
担
の
場
合
、
負
担
方
法
は
常
貢
と
別
貢
の
二
通
り
で
、

に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

外
は
、

所
民
の
身
分
・
負
担
か
ら
の
解
放
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

で
の
代
納
も
可
能
で
あ
っ
た
。

同
様
で
あ
る
。

も
、

あ
く
ま
で
も
国
家
か
ら
課
せ
ら
れ
た
物
品
そ
の
も
の
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
所
民
全
体
の
連
帯
責
任
で
物
品
の
調
達

そ
こ
で
は
個
々
の
所
民
の
貢
役
の
均
等
化
、
個
人
的
な
意
志
や
事
情
の
考
慮
な
ど
は
王
朝

の
政
策
と
し
て
問
題
と
な
り
得
な
か
っ
た
。
全
体
と
し
て
、
所
の
貢
賦
の
負
担
は
郡
県
民
の
そ
れ
よ
り
苛
酷
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
の

(

2

3
)
 

で
あ
り
、

と
く
は
別
貢
形
式
に
よ
る
負
担
の
多
い
こ
と
が
所
民
を
苦
し
め
て
い
た
。

右
に
略
述
し
た
所
一
般
の
横
造
、
負
担
の
在
り
方
な
ど
が
紬
所
と
絲
所
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
高
麗
時

代
の
各
種
の
所
の
う
ち
、
何
種
類
か
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
文
献
史
料
に
よ
り
、
あ
る
い
は
考
古
学
的
調
査
に
よ
る
な
ど
し
て
、
当
時
の

存
在
形
態
、

負
担
の
状
況
等
を
一
定
程
度
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
紬
所
と
絲
所
に
つ
い
て
は
、
関
連
記
録
が
全
く

五
八

(730) 



高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

機
構
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、

絲
所
は
絹
織
物
の
材
料
の
絹
糸
を
生
産
す
る
機
構
で
あ
っ
た
。

五
九

す
で
に
指
摘
し
た
如

な
い
の
で
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
機
構
の
一
環
と
し
て
位
醤
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
多
少
で
も
そ
う
し
た
状
況
か
ら
踏
み
出
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。

前
迩
の
如
く
、
高
麗
時
代
に
は
、
蚕
桑
技
術
の
水
準
の
低
さ
か
ら
、
紬
が
代
表
的
土
産
絹
織
物
と
し

て
の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
前
掲
の
史
料
⑪
で
徐
競
は
高
臨
中
央
の
官
営
工
場
で
生
産
さ
れ
る
絹
織
物
類
中
に
は
紬
を
挙
げ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
応
す

る
よ
う
に
、
史
料
⑮
に
「
諸
街
門
エ
匠
別
賜
」
の
支
給
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
中
央
諸
司
所
属
匠
J
の
中
に
も
紬
匠
は
見
当
ら
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
中
央
官
営
工
場
で
は
紬
の
生
産
は
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
同
じ
こ
と
は
、

地
方
の
甲
坊
に
関
し
て
も
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
の
関
述
史
料
后

2
.c)
を
み
て
も
、
そ
れ
が
錦

．
綺

・
綾

・
羅
等
の
生
産

機
構
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
み
で
、
紬
を
生
産
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
迩
は
な
い
。
恐
ら
く
、

の
反
映
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
中
央
官
営
工
場
や
在
地
甲
坊
は
あ
く
ま
で
も
高
級
絹
織
物
生
産
の
機
構
で
あ
り
、
喬
罷
の
代
表
的
土

産
絹
織
物
と
さ
れ
る
紬
は
そ
れ
ら
と
は
別
箇
な
形
で
生
産
が
な
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
紬
所
は
正
に
そ
の
紬
の
主
た
る
生
産

く
、
高
麗
で
は
蚕
桑
法
の
発
達
状
況
に
規
定
さ
れ
て
、
中
央
で
の
高
級
絹
織
物
の
生
産
は
主
に
中
国
商
人
の
も
た
ら
す
外
国
産
絹
糸
に
依

存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
市
実
が
な
か
っ
た
こ
と

そ
う
し
た
高
麗
蚕
桑
法
を
基
礎
に
し
な
が
ら
も
、
中
央
で
の
絹
織
物
生
産
の
原
料
の
一
角
を
占
め

得
る
絹
糸
の
生
産
が
国
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
絲
所
は
そ
の
中
心
的
地
位
を
占
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
に
所
は
、
国
家
か
ら
課
せ
ら
れ
た
物
品
の
生
産
施
設
を
備
え
、
所
民
は
そ
こ
で
梨
団
的
に
各
種
の
労
働
に
従
市
し
て
、
貢
納
す
べ

き
物
品
の
調
達
に
当
っ
た
。
紬
所
と
絲
所
に
関
し
て
い
え
ば
、
桑
の
栽
植
と
旋
蚕
を
行
う
こ
と
が
電
要
な
前
提
条
件
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
か
ら
、
恐
ら
く
二
種
の
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
桑
園

・
蚕
室
な
ど
が
あ
り
、
所
民
は
ま
ず
そ
こ
で
繭
を
生
産
す
る
た
め
の
労
働
に
従
市
し
た
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済
的
基
盤
と
し
て
い
た
。
恐
ら
く
、

道名 所数

炭尚

忠清

全羅

は
合
計
二
四
三
の
所
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

京畿

江原

黄海

平安

『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
は
所
の
存
在
を
伝
え
て
い
な

咸鏡

計

44 

62 

87 

7
 

33 

10 

゜
゜l= I 

243 

と
推
測
さ
れ
る
。

続
い
て
、
紬
所
の
場
合
は
、
繭
か
ら
真
綿
を
と
っ
た
上
で
、
あ
る
い
は
直
接
繭
か
ら
な
ど
の
方
法
で
糸
を
つ
む
ぎ
、

し
て
精
製
す
る
な
ど
の
労
働
が
同
様
に
所
内
に
あ
る
施
設
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

高
麗
時
代
の
所
の
名
称

・
所
在
地

・
種
類
な
ど
に
つ
い
て
最
も
豊
富
な
記
載
の
あ
る
の
は
前
記
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
で
、

そ
れ
を
道
別
に
示
す
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
同
書
の
編
簗
者
が
確
認
し
得
た
も
の
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
数
羅
的
に
慶
尚

・
全
羅

・
忠
清

・
京
畿
の
四
道
方
面

が
圧
倒
的
に
多
い
（
八
ニ

・
三
％
）
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
朝
鮮
半
島
の
い
わ
ば
農
業
先
進
地
帯
で
あ
り
、
高
麗
王
朝
も
国
初
か
ら
主
要
な
経

そ
の
結
果
と
し
て
、
王
朝
の
財
源
確
保
手
段
の
重
要
な
一
角
を
占
め
る
所
も
、
そ
の
方
面
に
は
他
道

(

2
4
)
 

に
比
し
て
多
数
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
紬
所
や
絲
所
も
こ
の
方
面
に
多
く
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
後
述
の
如
く
、
高

麗
後
半
期
に
股
尚
道

・
忠
清
道

・
京
畿
道
方
面
か
ら
絹
糸
、
真
綿
、
綾

・
羅

・
紬
布
な
ど
が
貢
納
さ
れ
て
い
る
が
、

の
方
面
に
絹
織
物
生
産
の
施
設
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
咸
鏡

•
平
安
二
道
（
高
麗
時
代
に
は
そ

れ
ぞ
れ
東
北
面
ま
た
は
東
界
、
西
北
面
ま
た
は
北
界
と
称
さ
れ
た
）
に
関
し
て、

そ
れ
ぞ
れ
に
国
家
中
央
に
貢
納
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
紬
布
、
絹
糸
を

そ
こ
に

こ
の
事
実
は
元
来
そ

れ
を
も
っ
て
紬
布
を
織
成
す
る
作
業
が
所
内
に
あ
る
施
設
で
行
わ
れ
、

一
方
、
絲
所
で
は
繭
か
ら
糸
を
と
り
、
絹
織
物
織
成
の
原
料
糸
と

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

六
〇

そ
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高
諏
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

(

2

5

)

 

い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
平
安
道
方
面
に
は
墨
所
ほ
か
の
所
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
『
高
麗
史
』
巻
一

0
0鄭
世
裕
伝
に
は
、

明
宗
代
(
-
―
七

o--九
七
）
に
西
北
面
兵
馬
使
（
地
方
長
官
）
の
任
に
あ
っ
た
鄭
世
裕
が
そ
の
民
か
ら
朋
絲
（
絹
糸
）
や
珍
玩
物
な
ど

(
2
6
)
 

を
徴
収
し
、
国
王
へ
の
貢
献
と
詐
っ
て
、
駅
馬
を
用
い
て
家
に
輸
送
し
た
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
少
く
と
も
平
安
迫
方
面
に

糸
）
を
記
載
し
て
い
る
例
が
多
い
。
そ
れ
は
、
李
朝
初
期
に
そ
の
方
面
で
絹
糸
が
さ
か
ん
に
生
産
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
恐
ら
く
、

う
。
す
な
わ
ち
、

第
三
節

『
新
増
東
国
輿
地
勝
魏
』

一/‘ 
「
絲
」
（
絹

『
高
麗
史
』
巻
七
八
食
貨
志
一
田
制
の
貢
賦
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

．
．
．
．
．
 

（
容
宗
）
九
年
(
-
―
―
四
）
十
月
、
判
、
貢
中
布
一
匹
、
折
貢
平
布
一
匹
十
五
尺
、
貢
紆
布
一
匹
、
折
貢
平
布
二
匹
、
貢
縣
紬
一
匹
、

折
貢
平
布
二
匹

こ
こ
に
は
貢
中
布

・
貢
紆
布

・
貢
縣
紬

．
貢
平
布
等
の
布
吊
名
が
み
え
る
が
、
貢
字
は
「
貢
賦
と
し
て
納
め
る
」
の
意
の
接
頭
辞
で
あ
ろ

こ
の
記
事
は
貢
賦
と
し
て
納
め
る
中
布
（
中
程
度
の
品
質
の
約
麻
布
）

．
紆
布
（
比
較
的
上
質
の
も
の
か
）

．
縣
紬
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
平
布
で
代
納
す
る
際
の
換
鍔
比
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
縣
紬
す
な
わ
ち
紬
布
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
上
記
の
如
く
、
所
の
負
担
は
あ
く
ま
で
も
課
せ
ら
れ
て
い
る
物
品
で
も
っ
て
納
入
す
る
の
が
本
来
の
在
り
方
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
平
布
に
換
邸
し
て
代
納
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
右
掲
記
事
中
の
紬
布
は
紬
所
か
ら
の
貢
納
品
と
は
別
箇
の
も
の
だ
と
判
断
さ

れ
る
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
紬
布
は
郡
県
民
が
貢
賦
と
し
て
上
納
す
る
も
の
だ
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
同
じ
く
『
高
麗
史
』
巻
七
八
食
貨
志
一
田
制
の
租
税
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

郡
県
農
民
に
よ
る
生
産

高
麓
時
代
か
ら
そ
の
端
緒
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

は
紬
所
や
絲
所
も
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

の
平
安
道
各
地
の
土
産
の
条
に
は
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か
ん
に
な
っ
て
い
く
方
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

は
な
く
て
、
郡
県
民
の
貢
納
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「絲
稲
」
は
「
絲
と
條
」

い
わ
ば
姉
妹
関
係

で
、
絹
糸
と
真
綿
を
意

••••

•
•••••

• 

靖
宗
七
年

(
1
0四
一
）
正
月
、
三
司
奏
、
諸
追
外
官
員
僚
所
管
州
府
税

・
貢
、

一
歳
、
米
三
百
碩
、
租
四
百
斜
、
黄
金
一
十
雨
、
白

銀
二
斤
、
布
五
十
匹
、
白
赤
銅
五
十
斤
、
鉄
二
百
斤
、
藍
三
百
碩
、
綜
靡
匹
十
庁
、
油
蜜
一
碩
、
未
納
者
、
請
罷
見
任
、
従
之

こ
こ
に
は
各
地
の
地
方
官
が
管
掌
す
る
郡
県
の
「
税
・
貢
」
の
品
目
と
年
額
が
示
さ
れ
て
い
る
。
税
は
田
税
、
貢
は
貢
賦
を
そ
れ
ぞ
れ
意

味
す
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
品
目
か
ら
判
断
し
て
、
米
と
租
（
籾
米
）
が
税
（
田
税
）

と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
貢
賦
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
品
目
中
に
「
絲
縣
」
が
み
え
る
。

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
従
っ
て
、
右
の
事
実
か
ら
、
逆
に
、

高
麓
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

に
当
り
、
黄
金
以
下
が
貢
（
貢
賦
）

味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
は
繭
か
ら
糸
を
と
る
段
階
で
、
繭
の
品
質
に
応
じ
て
、
初
め
て
区
別
さ
れ
る
も
の
で
、

に
あ
る
産
物
で
あ
る
。
こ
の
絲
と
縣
は
郡
県
の
貢
賦
の
範
砧
に
入
っ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、

に
該
当
す
る

や
は
り
、
絲
所
や
紬
所
か
ら
の
貢
納
品
で

こ
の
よ
う
に
、

郡
県
民
が
紬
や
絹
糸

・
真
綿
な
ど
を
貢
賦
と
し
て
国
家
中
央
に
貢
納
し
て
い
る
。

そ
れ
が
彼
ら
自
身
の
生
産
物
で
あ
る

郡
県
民
も
ま
た
紬
・

絹
糸

・
真
綿
な
ど
の
絹
織
物
の
生
産
を
行

っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
恐
ら
く
、
彼
ら
は
、
前
記
の
如
く
、
耕
作
地
の
ほ
と
り
に
栽
植
し
て
い
た
桑
を
用
い
て
、
各
自
蚕
桑
を
行
凶
、

そ
の
基
礎
の
上
に
絹
織
物
を
生
産
し
、
貢
賦
と
し
て
上
納
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
彼
ら
の
絹
織
物
生
産
は
当
時
の
蚕
桑
法
に
規

定
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
初
は
充
分
な
も
の
と
い
え
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
孫
光
憲
の
『
蚕
書
』
を
迎
入
し

て
の
林
景
和
の
振
興
策
を
契
機
と
し
て
、
高
麗
の
蚕
桑
法
も
次
第
に
改
良
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
郡
県
民
の
絹
織
物
生
産
は
さ

ー」

/‘ 
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高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

で
、
所
民
が
逃
亡
す
る
事
態
が
起
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

大
き
な
影
磐
を
も
た
ら
し
た
。

こ
う
し
た
内
外
の
変
動
は
、

一
方
で
は
外
国
産
の
原
料
糸
や
織
物
に
依
存
し
、

I ← 

/‘ 

一
方
で
は
王
朝
の
郡
県
制

揚
を
み
せ
、
全
国
的
な
反
乱
の
発
生
が
み
ら
れ
た
。

一
三
世
紀
以
後
は

モ
ン
ゴ
ル

（元）

の
侵
略
と
支
配
が
長
く
続
き
、
そ
の
中
で
武
臣

た
。
国
外
で
は
ま
ず
金
が
台
頭
し
て
遼
を
滅
し
、
さ
ら
に
宋
を
南
に
追
っ
た
（
南
宋
の
成
立
）
。
次
い
で
、

の
台
頭
•

発
展
が
み
ら
れ

、

孵
を
も
た
ら
し
た
。

高
麗
の
内
外
に
は
政
治
的

・
社
会
的
な
大
き
な

変
動
が
続
く
よ
う
に
な
っ

や
が
て
明
が
そ
れ
に
代
る
に
至
る
。
こ
れ
ら
の
国
外
の
変
動
は
い
ず
れ
も
高
麗
に
強
く
波
及
し
、
大
き
な
影

一
方
、
国
内
で
は
、
王
朝
の
苛
酷
な
収
奪
、
郡
県
制
の
矛
盾
な
ど
に
基
因
す
る
農
民
の
流
亡
の
動
き
が
強
ま
り
、
政

府
も
郡
県
制
の
手
直
し
に
よ
る
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
農
民
の
動
き
は
、
門
閥
貴
族
を
打
倒
し
た
武
臣
の
政
権
掌
握
を
機
に
一
層
高

政
権
は
滅
び
、
高
麗
王
室
の
地
位
保
全
の
た
め
の
対
元
一
体
化
が
推
進
さ
れ
た
。
こ
の
対
元
関
係
は
高
麗
の
政
治

・
社
会
な
ど
各
方
面
に

支
配
と
も
関
連
を
も
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
高
麗
の
絹
織
物
生
産
に

一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＿
 

ま
ず
、
紬
所
お
よ
び
絲
所
に
よ
る
生
産
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
高
麗
時
代
の
所
に
関
す
る
具
体
的
記
事
が
各
種
の
記
録
に
み
え
始
め

る
の
は
―
二
世
紀
以
後
だ
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
期
に
所
制
度
に
大
き
な
変
化
が
起
っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
す
る
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

『
高
麗
史
』
巻
七
八
食
貨
志
一
貢
賦
の
条
所
収
の
容
宗
三
年
(
―

10
八
）
二
月
の
判
に
よ
る
と、

す
で
に
高
麗
の
最
盛
期
に
属
す
る
当
時

に
お
い
て
銅
所
・
鉄
所

・
磁
器
所

・
紙
所

・
墨
所
な
ど
に
対
す
る
国
家
の
徴
求
が
所
の
生
産
能
力
を
超
過
す
る
ほ
ど
過
酷
で
あ
っ
た
の

―
―
七
六
年
に
は
公
州
（
忠
清
南
道
）
所
属
の
鳴
鶴
所
民
が
反
乱
に
決
起
し
て
い

一
三
世
紀
以
後
モ
ン
ゴ
ル
（
元
）

高
麗
時
代
の
ほ
ぽ
中
間
点
に
当
る
―
二
世
紀
中
葉
以
後
、

第
四
章

高
麗
後
半
期
の
絹
織
物
生
産
の
変
化

(735) 



貢
る
が
、
こ
の
事
件
は
当
時
全
国
的
に
激
発
し
て
い
た
農
民
反
乱
の

一
環
を
な
し
て
お
り
、
や
は
り
国
家
の
苛
酷
な
収
奪

へ
の
反
抗
運
動
と

み
る
こ
と
が
出
来
る
。
逃
亡
と
か
反
乱
な
ど
の
形
で
の
所
民
の
抵
抗
の
動
き
は
所
本
来
の
機
能
を
直
接
的
に
減
退
な
い
し
喪
失
さ
せ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
王
朝
の
対
応
を
み
る
と
、
容
宗
三
年
の
場
合
は
、
負
担
の
適
正
化
に
よ
る
所
本
来
の
機
能
の
維
持
を
図

っ

て
い
る
が
、
鳴
鶴
所
の
場
合
に
な
る
と
、
県

へ
の
昇
格
に
よ
る
慰
撫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

（元）

の
侵
略
と
支
配
の
時
期
に
加
速
さ
れ
て
い

っ
た
。

県

へ
の
昇
格
は
所
民
を
本
来
の
身
分

・
負
担
か
ら
解
放
し
て
、

郡
県
民

と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
措
置
は

―
二
世
紀
以
後
の
政
治
的

・
社
会
的
変
動
に
際
し
て、

高
麗
王
朝
が
で
き
る
だ
け
地
方
官
の

い
な
い
行
政
区
画
を
な
く
し
、
自
己
の
支
配
を
よ
り
効
率
的
に
滲
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
針
ー
郡
県
制
改
革
の
動
き
ー
の
一
環
を
な

す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
所
側
の
身
分

・
負
担
か
ら
の
解
放
を
求
め
る
動
き
と
王
朝
側
の
支
配
体
制
建
直
し
の
た
め
の
郡
県
制

の
変
革
の
動
き
を
中
心
に
し
、
そ
れ
に
当
時
の
政
治
的

・
社
会
的
変
動
の
種
々
な
影
態
が
絡
み
合
い
な
が
ら
、

(

2

8
)
 

量
的

・
質
的
に
大
き
な
変
化
を
蒙
り
、
全
体
と
し
て
消
滅
の
途
を
辿

っ
た
の
で
あ
る
。

紬
所
と
絲
所
も
そ
の
一
環
と
し
て
同
様
な
経
過
を
辿
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
般
的
に
、
従
来
所
民
が
負
担
し
て
い
た
各
種
物
品
の
生

(

2

9
)
 

産

・
貢
納
は
、
右
の
如
き
所
制
度
の
衰
退
に
伴

っ
て
、

次
第
に
一
般
郡
県
民
に
転
嫁
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
紬
所
お
よ
び
絲
所

の
民
に
よ
っ
て
生
産

・
貢
納
さ
れ
て
い
た
紬
や
絹
糸
な
ど
も
同
じ
く
郡
県
民
の
負
担
に
転
換
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

史
』
に
は
、
高
麗
後
半
期
に
お
け
る
地
方
か
ら
の
紬
や
絹
糸
な
ど
の
貢
納
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る

（
傍
点
は
筆
者
）
。

―
二
五

0
)、
…
…
、

又
以
教
定
別
監
牒
、
燭
清
州
（
忠
清
北
道
）
雪
膝
、
安
東
（
慶
尚
北
道
）
璽
絲
、
…
…
諸
別

明
年
（
高
宗
三
七
、

（
巻
―
二
九
叛
逆
、
岩
忠
献
伝
付
岩
坑
伝
）

（
恭
慇
王
）
五
年
(
-
三
五
六
）
六
月、

教
日
、
…

…

、

且
鶏
林
（
慶
尚
北
道
鹿
州
）•
福
州
（
同
上
安
東
）・
京
山
府
（
同
上
星
州
）
所

ン
ゴ
｝レ

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

『高
麗

―
二
世
紀
以
後
所
制
度
は

こ
の
県
へ
の
昇
格
の
動
き
は
以
後
モ

六
四
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高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

貢
綾

・
羅

・
紬
布
、
母
得
納
徳
泉
庫
、
輸
之
廣
興
倉
、
以
補
百
官
之
俸
（
巻
八
〇
食
貨
志
三
禄
俸
の
条
）

憲
司
劾
得
、
諜
嘗
盗
廣
州
（
京
畿
道
）
貢
紬
、
王
命
、
勿
治
督
令
之
任

恭
慾
王
世
家
一
五
年
六
月
乙
丑
の
条
）

春
二
月
癸
酉
、

倭
寇
金
州
管
内
熊
神
縣
勿
島
、

等
、
如
日
本
國
、
請
禁
賊
、
牒
日
、
…
…
、
越
今
年
(
―
二
六
三
）
二
月
二
十
二
日
、
貴
國
船

一
艘
、
無
故
来
入
我
境
内
熊
神
縣
界
勿

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

島
、
略
其
島
所
泊
我
國
貢
船
所
載
多
般
穀
米
井
一
百
二
十
石

・
紬
布
井
四
十
三
匹
、
将
去
、
…
…

こ
れ
ら
の
記
事
に
は
、
こ
の
時
期
の
紬
や
絲
の
貢
納
が
も
つ
郡
県
の
負
担
と
し
て

の
面
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の

こ

と
は
、
高
麗
後
半
期
に
な

っ
て
、

紬
や
絲
の
生
産

・
貢
納
が
郡
県
民
の
負
担
に
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し

て
お
り
、

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。二

や
は
り
在
地
の
絹
織
物
生
産
機
構
で
あ

っ
た
甲
坊
の
高
麗
中
期
以
後
の
状
況
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
の
は
、
前
掲
の
c
す
な
わ
ち
『
高
麗

史
』
巻

一
〇
七
権
坦
伝
に
み
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

…
…
、
留
守
東
京
、
藉
有
一
庫
、
賦
民
綾

・
羅
、
貯
之
、
名
甲
坊
、
充
貢
献
、
…
…

前
に
も
触
れ
た
如
く
、
権
坦
が
東
京
留
守
（
慶
州
の
長
官
）
と
な
っ
た
の
は
元
宗
代
(
―
二
五
九

l
七
四）

と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
記
事

に
よ
る
と
、
元
宗
代
に
慶
州
の
甲
坊
は
錦

．
綺

・
綾

・
羅
な
ど
の
生
産
機
構
で
は
な
く
て、

慶
州
か
ら
の
貢
献
の
財
源
と
し
て
住
民
か
ら

徴
収
し
た
綾

・
羅
を
保
管
し
て
お
く
た
め
の
倉
庫
機
構
と
な
っ
て
い
る
。
貢
献
は
慶
州
か
ら
国
家
中
央
に
納
入
す
る
税
目
と
し
て
の
貢
賦

に
当
る
と
判
断
さ
れ
る
。
慶
州
民
か
ら
徴
収
す
る
綾

・
羅
は
彼
ら
が
手
許
に
保
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の
方
法
で
他
か
ら
入

以
辛
晩
黛
上
護
軍
李
得
課
、
為
全
羅
道
按
廉
使

．
．
．
．
．
．
 

掠
諸
州
縣
貢
船
、
：
＇…
。
夏
四
月
甲
寅
、

六
五

遣
大
官
署
丞
洪
汗

．
窟
事
府
録
事
郭
王
府

（
巻
二
五
元
宗
世
家
四
年
の
条
）

そ
れ
を
傍
証
す
る

（
巻
四
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．
．
．
．
 

折
絲
債
射
、
輿
昂
並
罷
、
宰
相
言
、
昂
為
民
革
弊
、
而
罷
、
執
有
憂
民
者
、
尋
復
其
職

一
部
触
れ
た
が
、
前
掲
＠
の
後
の
部
分
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

．
．
．
．
．
．
．

．
．
．

．

．
．
．
．
．
．
．
．
 

①
忠
烈
初
、
…
…
、

其
按
慶
尚
也
、
晉
州
副
使
白
玄
錫
、

未
之
任
、
先
用
州
吏
所
宵
銀
幣
、
到
官
、
重
欽
御
衣
肘
綾

・
羅
絲
債
、
私
用

．
．
．

．
．

．

．

．

．

．
．
．
．
．
．
．
 

之
、
…
…
、

坦
並
劾
之
、
…
…
、

轄
國
子
祭
酒

・
左
司
談
大
夫
、
晉
州
守
皆
昂
所
貢
綾

・
羅
羅
、
王
命
考
問
、
邑
吏
以
胆
為
按
廉
、
減

手
し
た
か
、
彼
ら
自
身
織
成
し
た
か
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
記
の
如
く
、

が
、
恐
ら
く
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
後
次
第
に
捉
蚕
の
一
屈
の
普
及
と
技
術
的
改
良
と
が
も
た
ら
さ
れ
、
良
質
の
繭
お
よ
び
絹
糸

の
生
産
も
可
能
に
な
っ
て

い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
、
前
掲
的
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
顕
宗
代
に
甲
坊
の
匠
人
を
陶
汰
し
、
帰
股
さ

せ
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
主
に
こ
う
し
た
帰
農
さ
せ
ら
れ
る
匠
人
を
通
し
た
り
し
て
、
甲
坊
で
行
わ
れ
て
い
た
錦

．
綺

．

綾

・
羅
な
ど
の
織
成
技
術
は
各
地
の
農
民
の
間
に
広
ま
っ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
前
掲
記
事
に
み
え
る
艇
州
民
か

ら
徴
収
し
た
綾
や
羅
は
、
彼
ら
が
自
か
ら
織
造
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。

一
般
農
民
が
綾

・
羅
な
ど
を
自
家
生
産
し
た

こ
と
に
関
す
る
明
文
は
な
い
。
し
か
し
、
地
方
で
の
甲
坊
に
よ
る
生
産
の
衰
退
は
、

り
こ
う
し
た
農
民
の
間
に
綾

・
羅
の
織
造
技
術
が
広
ま
っ
て
い
く
動
き
に
反
比
例
し
て
い
る
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

や
は

『
高
麗
史
』
巻

八
四
刑
法
志

一
職
制
の
条
所
牧
の
忠
烈
王
二
二
年
(
―
二
九
六
）
五
月
に
中
賛
洪
子
器
が
行
っ
た
民
を
安
ん
ぜ
し
め
る
た
め
の
事
柄
に
関

す
る
上
書
に
は
、
当
時
権
勢
家
が
地
方
郡
県
に
人
を
派
遣
し
て
、
銀
瓶
に
よ

っ
て
、
民
間
の
綾

・
羅
を
強
制
的
に
買
得
し
、
民
の
弊
害
と

(
3
0
)
 

な
っ
て
い
る
と
あ
る
。

こ
れ
も
、
右
に
述
べ

た
よ
う
な
動
き
を
前
提
と
し
て
理
解
し
得
る
現
象
と
い
え
よ
う
。

甲
坊
に
よ
る
在
地
で
の
絹
織
物
生
産
の
衰
退
と
も
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
現
象
を
同
じ
『
高
麗
史
』
権
咀
伝
は
伝
え
て
い
る
。
す
で
に

こ
の
記
事
の
前
半
部
に
は
、
慶
尚
道
按
廉
使
権
胆
の
弾
劾
対
象
と
な
っ
た
晋
州
の
副
使

（
地
方
副
長
官
）
白
玄
錫
の
行
状
が
記
さ
れ
て
い

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

―
二
世
紀
前
半
の
仁
宗
代
に
蚕
桑
法
の
振
興
策
が
と
ら
れ
た

六
六
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高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

意
だ
と
理
解
さ
れ
る
。

（
先
用
）

後
、
重
ね
て
そ
の
た
め
の
費
用
と
し
て
紆
麻
布
を
州
民
か
ら
徴
収
し
、

用
の
綾
・
羅
布
を
購
入
し
、
貢
納
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
権
咀
は
慶
尚
道
按
廉
使
の
肩
書
き
で
白
玄
錫
の
弾
劾
に
当
っ
て
い
る
。

―
一
三
）
以
来
按
察
使
と
称
さ
れ
て
い
た
も
の
が
忠
烈
王
二
年
(
―
二
七
六
）

要
す
る
に
、

来
た
晋
州
郷
吏
が
持
参
し
た
銀
を
ま
ず
用
い
た

る
。
文
脈
か
ら
判
断
し
て
、

こ
こ
に
は
、

そ
れ
を
私
用
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

六
七

「
未
之
任
」
す
な
わ
ち
彼
が
任
地
に
赴
任
す
る
前
に
、
恐
ら
く
都
で
で
あ
ろ
う
が
、
上
京
し
て

こ
と
と
‘
-
「
到
官
」
す
な
わ
ち
晋
州
に
着
任
後
国
王
御
用
衣
料
の
綾

・
羅
調
達

用
の
絲
価
を
「
重
欽
」
し
、
着
服
し
た
こ
と
と
が
、
対
比
的
に
、
し
か
も
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す

る
と
、
赴
任
前
に
「
州
吏
所
宵
銀
幣
」
を
「
先
用
」
し
た
目
的
に
つ
い
て
こ
こ
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
御
衣
樹
綾

・
羅
の
絲
価
」

と
し
て
だ
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
、
着
任
後
の
行
為
で
あ
る
「
重
欽
」
も
「
重
く
欽
む
」
で
は
な
く
て
、

「
重
ね
て
欽
む
」

白
玄
錫
は
ま
ず
赴
任
前
王
都
で
晋
州
吏
の
持
参
し
た
銀
幣
を
綾

・
羅
の
絲
価
と
し
て
用
い
、

御
衣
樹
の
綾

・
羅
の
絲
価
と
は
、
国
王
御
用
衣
服
の
綾

・
羅
織
成
の
原
料
で
あ
る
絹
糸
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
を
意
味
す
る
。
そ
れ

を
白
玄
錫
は
王
都
で
行
使
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
王
都
が
国
王
御
用
衣
服
用
の
綾

・
羅
を
調
達
す
る
上
で
重
要
な
場
所
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
崖
昂
が
晋
州
守
令
と
な
っ
た
際
に
、
御
衣
樹
の
綾
・
羅
の
納
入
に
上
京
し
た
晋
州
の
郷
吏
は
、
絲
価
が

減
額
さ
れ
た
こ
と
を
粗
悪
品
を
納
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
名
目
は
絲
価
で
あ
る
が
、

決
し
て
原
料
絹
糸
を
都
で
購
入
し
、
晋
州
に
持
帰
っ
て
織
造
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
直
接
そ
れ
で
綾

・
羅
布
を
都
で
購
入
し
、
納
入

し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
白
玄
錫
の
場
合
も
、
同
様
に
、
上
京
し
た
晋
州
の
郷
吏
の
も
た
ら
し
た
銀
幣
で
御
衣
樹

『
高
麗
史
』
百
官
志
に
よ
れ
ば
、
容
宗
八
年
（
一

に
按
廉
使
と
改
称
さ
れ
て
い
ぶ
6

従
っ
て
、
権
阻
が
前
記

の
地
位
に
あ
っ
た
の
も
そ
れ
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
権
阻
が
晋
州
の
綾

・
羅
の
貢
納
に
連
坐
し
て
罷
免
さ
れ
た
の
は
忠
烈
王

赴
任

(739) 



る
。
さ
ら
に
、

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

(

3

2
)
 

五
年
六
月
で
あ
る
。
前
掲
①
に
示
さ
れ
て
い
る
時
期
は
忠
烈
王
二
年
か
ら
五
年
の
間
で
、
同
王
の
治
世
初
期
に
該
当
す
る
。
す
で
に
そ
の

少
し
前
ご
ろ
か
ら
王
都
開
城
で
綾

・
羅
な
ど
の
商
品
が
出
ま
わ

っ
て
い
た
こ
と
は
『
高
麗
史
』
巻
二
五
元
宗
世
家
元
年

(
―
二
六

0
)
冬

-
0月
甲
寅
の
条
の
次
の
記
事
か
ら
知
り
う
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

①
宋
商
陳
文
廣
等
、
不
堪
大
府
寺

・
内
侍
院
侵
恋
、

師
、
仁
俊
等
不
能
禁

高
麗
後
半
期
に
な
る
と
、
中
央
の
諸
官
庁
が
自
己
の
必
要
と
す
る
物
を
京
市
（
王
京
の
市
）

ら
す
こ
と
が
記
録
に
散
見
す
る
（
後
述
）
が
、

と
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。
す
な
わ
ち
、

、、

.. t̀『

1

●

追
訴
金
仁
俊
曰
、

で
求
め
、
対
価
を
支
払
わ
ず
に
弊
害
を
も
た

こ
の
記
事
も
そ
の
一
環
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
宋
商
が
侵
恋
を
受
け
た
の
は

恐
ら
く
京
市
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
こ
の
記
事
か
ら
、
元
宗
初
年
に
は
京
市
に
綾

・
羅
な
ど
の
絹
織
物
が
商
品
と
し
て
か
な

り
多
く
出
ま
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、

成
の
難
し
さ
か
ら
、
必
ず
や
京
市
で
現
物
を
購
求
し
、

そ
の
点
は
、

そ
れ
よ
り
少
し
後
の
忠
烈
王
初
年
で
も
同
様
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ

『
高
麗
史
』
巻

―
二
三
嬰
幸
、
朱
印
遠
伝
に
は
、
①
と
同
じ
忠
烈
王
代
の
こ
と
と
し
て
、

•
•••••••

•
•••

•
••• 

的

…
…
、

忠
烈
朝
、
登
第
、
累
遷
慶
尚
道
按
廉
使
、
…
…
、

宰
相
日
、
…
…
、

今
又
令
諸
道
貢
二
十
升
黄
麻
布
、
紡
結
於
女
、

••••••

•
••• 

村
婦
安
能
細
織
、
必
求
諸
京
、
債
貴
難
買
、
民
将
不
堪
、
…
…

．．． 

工
最
難
、

こ
こ
で
は
地
方
か
ら
二
十
升
と
い
う
上
質
の
黄
麻
布
を
貢
納
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
在
地
で
の
織

そ
れ
を
納
入
す
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
晋
州
か
ら
貢
納
す
べ

き
御
衣
樹
用
の
綾

・
羅
も
当
然
上
質
の
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
、
そ
の
意
味
で
右
の
朱
印
遠
伝
の
伝
え
る
内
容
は
そ
れ
と
一
脈

通
じ
る
現
象
と
い
え
る
。
以
上
の
諸
点
か
ら
判
断
し
て
、
①
に
み
え
る
御
衣
樹
用
の
綾

・
羅
の
絲
価
は
、
名
目
は
織
成
原
料
の
絹
糸
を
買

得
す
る
た
め
の
費
用
だ
が
、
実
際
に
は
、
上
京
し
た
郷
吏
が
そ
れ
で
も
っ
て
京
市
で
現
物
の
綾

・
羅
布
を
睛
求
し
、
そ
れ
を
納
入
し
て
い

不
予
直
、
而
取
綾

・
羅

・
絲

・
絹
六
千
余
匹
、
我
等
将
垂
変
而

六
八

(740) 



高
腕
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

似

林

氏
、
商
人
信
之
女
、
丹
陽
大
君
之
婢
也
、
喪
沙
器
、

宴
、
恋
市
人
吊
、
為
幣
、
…
…

⑱
•
…
.
.
、

恭
譲
即
位
、
…
…
、

陸
判
密
直
司
事
兼
吏
曹
判
書

、

倍
徒
、
謀
利
之
徒
、
坐
取
重
利
、
乞
令
倉
庫
奴
隷
、
習
織
綾
絹
、
以
供
内
用
、
王
納
之

．
．
．
．
 

岡
恭
譲
王
三
年
(
-
三
九
一
）
三
月
、
中
郎
将
房
士
良
、
上
宙
日
、
…
…
、

邸
観
本
朝
、
股
則
屈
畝
而
税
、
エ
則
努
於
公
室
、
商
則
既
無

カ
役
、
又
無
税
錢
、
願
自
今
、
其
紗

．
羅

・
綾
段

・
梢
子

・
縣
布
等
、
皆
用
官
印
、
随
其
軽
重

・
長
短
、
逐
一
収
税
、
潜
行
買
壺
者
、

（
『
高
麗
史
』
巻
八
九
后
妃
、

上
蹄
日
、

、

（
同
右
巻
―
一
七
姜
淮
泊
伝
）

〔
忠
恵
王
〕
銀
川
翁
主
伝
）

••••••••••• 
又
御
衣
樹
、
令
倉
庫
買
喪
供
進
、

為
業
、

と
を
示
唆
す
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

三

上
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
高
藤
後
半
期
に
な
る
と
、
王
都
開
城
の
市
（
京
市
）
が
絹
織
物
類
、
と
く
に
上
質
品
の
入
手
に
重
要
な
役
割
を

果
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
前
掲
し
た
①

・
①

・
的
な
ど
の
記
事
の
ほ
か
に
も
、
京
市
に
お
い
て
絹
織
物
類
が
売
買
さ
れ
て
い
た
こ

得
る
。

六
九

．
．
．
．
．
．
 

一
匹
之
絹
債
、
或

た
と
思
わ
れ
る
と
の
上
記
の
推
測
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

御
衣
樹
用
の
綾

・
羅
の
上
納
は
貢
賦
の

一
環
を
な
す
負
担
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
元
来
は
在
地
甲
坊
で
緑
成
し
た
も
の
を
も
っ
て
納
入
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
①
に
み
え
る
晋
州
の
事
例
は
甲
坊
に
よ
る
生
産
が
衰
退
し
た
あ
と
の
そ
れ
に
代
る
負
担
の
形
態
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
事
例
か
ら
、
ま
ず
御
衣
樹
用
衣
料
貢
納
の
主
体
は
建
前
上
は
郡
県
（
守
令
）
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
絲
価
と
し
て
の

紆
麻
布
を
徴
収
さ
れ
る
形
で
郡
県
民
全
体
が
負
担
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
農
民
の
間
に
綾

・
羅
の
生
産
技
術
が
普
及
し
た
と

は
い
え
、
上
質
の
も
の
の
織
成
を
可
能
に
す
る
ほ
ど
に
は
至
ら
ず
、

王
見
而
幸
之
、
…
…
、

乃
封
為
銀
川
翁
主
、
…
…
、

生
秤
器
、
開
福

そ
れ
ら
は
京
市
で
の
調
達
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
窺
い

(741) 



戊
戌
の
条
）

岡
の
「
謀
利
之
徒
」
、
＠
の
「
無
頼
之
徒
」
は
い
ず
れ
も
各
種
織
物
を
売
る
商
人
を
指
し
、
＠
の
場
合
は
後
半
部
に
あ
る
「
商
買
」
に
当
る
。

高
麗
で
は
早
く
か
ら
京
中
の
市
脳
（
京
市
）

す
な
わ
ち
、
常
設
店
舗
は
な
く
、

測
さ
れ
る
。

．
．
．
 

以
絶
商
販
、

必
以
其
財
、

な
ど
が
集
っ
て
、

貿
之
、
…
…

各
自
保
有
す
る
物
品
を
持
寄
っ

（
同
右
巻
四
六
恭
譲
王
世
家
三
年
夏
四
月

の
監
察
に
当
る
機
関
と
し
て
京
市
署
が
個
か
れ
て
い
た
が
、

は
『
宣
和
奉
使
高
脆
図
経
』
巻
三
城
邑
の
貿
易
の
条
で
徐
競
が
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

官
吏
や
工
伎
（
匠
人
）

そ
の
京
市
の
実
情
に
つ
い
て

…
…
、
葉
其
俗
、
無
居
婢
、
惟
以
日
中
為
墟
、
男
女

・
老
幼

・
官
吏

・
エ
伎
、
各
以
其
所
有
、
用
以
交
易
。

…
…

そ
こ
で
は
各
種
の
品
物
が
商
品
と
し
て

日
中
だ
け
男
女

・
老
幼
、

(

3

3
)
 

て
、
互
い
に
交
易
を
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
脱
後
半
期
に
入
る
と
、

(

3

4
)
 

売
ら
れ
、
市
人

・
商
四

・
市
商
な
ど
と
呼
ば
れ
る
人
々
も
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
市
と
し
て
の
実
態
も
備
っ
て
き
た
と
推

市
人

・
商
四

・
市
商
な
ど
と
称
さ
れ
る
人
々
の
実
態
、
京
市
の
推
移
の
状
況
な
ど
の
具
体
的
究
明
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
差
当

っ

て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
、
京
市
で
売
ら
れ
て
い
る
絹
織
物
と
し
て
は
綾

・
羅

・
絲

・
絹

・
紗

．
梢
な
ど
多
様
な
も

の
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
京
市
の
商
人
と
し
て
は
高
匝
人
の
ほ
か
に
外
来
の
南
宋
商
人
も
含
ま
れ
て
い
た
（
前
掲
①
）
。
南
宋

商
人
が
高
麗
人
の
需
要
の
多
い
物
賓
と
判
断
し
て
、
多
く
の
絹
織
物
を
高
麗
に
も
た
ら
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

．． 

敢
有
潜
行
商
四
、

＠
郎
舎
許
應
等
、
上
銃
曰
、
…
…
、
謹
以
若
干
事
目
、

業
、
朝
廷
雖
大
為
之
防
、
母
使
興
行
、

•••

• 

子
、
敦
尚
倹
索
、

其
告
捕
者
、

然
潜
行

・
潜
返
之
徒
、
J

早
能
盛
知
之
乎
、

、

『
高
麗
史
』
巻
一

條
列
子
左
、

9

9

9

卜
、

一
日
、

、

•••••

•
•••••• 

今
無
頼
之
徒
、
皆
利
遠
方
之
物
貨
、
不
事
本

願

n今
、
大
小
臣
僚
、
皆
母
得
衣
紗

．
羅
段

並
坐
迩
制

（同
右
巻
七
九
食
宜
志
二
貨
幣
の
条
付
市
佑
の
条
）

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

七
〇

(7--12) 



一

高
麗
時
代
の
捐
織
物
生
産
に
つ
い
て

じ

二
九
叛
逆
、
岩
忠
献
伝
付
皆
恰
伝
の
高
宗
一
六
年
(
―
ニ
ニ
九
）
の
条
に
、
崖
氏
か
ら
代
価
（
紆
布
）
前
渡
し
で
、
水
牛
匂
の
睛
入
を
依
頓
さ

れ
て
い
た
南
宋
商
ノ
が
、
本
国
で
の
禁
令
を
理
由
に
、
独
自
の
判
断
で
採
段
を
代
替
物
と
し
て
買

っ
て
来
た
、
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も

窺
わ
れ
る
。
上
述
の
如
く
、
金
と
の
関
係
を
通
し
て
、
北
方
系
の
南
織
物
も
流
｝
し
、
中
で
も
（
契
）
丹
絲
と
呼
ば
れ
る
絹
糸
が
商
罷
で

珍
重
さ
れ
て
い
た
が
、
金

・
高
麗
両
国
ノ
間
の
国
境
を
越
え
て
の
自
由
な
交
易
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
流
入
す
る

機
会
も
址
も
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
高
麓
後
半
期
に
入

っ
て
、
京
市
に
商
品
と
し
て
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
絹
織
物
の
主
流
を
占
め
た
の
は
、
は
じ
め
は
南
宋
商
人
が
も
た
ら
す
中
国
江
南
方
面
産
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

元
が
中
国
統
一
を
達
成
し
、
高
麗
が
こ
れ
と
事
大
関
係
を
結
ん
だ
結
果
、
高
麗

・
中
国
間
の
人
と
物
査
の
流
れ
に
は
大
き
な
変
化
が
み

ら
れ
た
。
高
麗
と
元
の
都
大
都
（
北
京
）

の
間
は
整
備
さ
れ
、
治
安
が
よ
く
安
全
な
陸
上
交
通
路
で
匝
結
さ
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
し
て
、

多
く
の
人
と
物
資
が
両
国
間
を
往
来
し
た
。
そ
れ
以
前
に
高
麗
と
大
陸
方
面
を
隔
て
て
い
た
国
境
線
も
実
質
的
に
と
り
払
わ
れ
た
感
が
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
明
が
元
に
代

っ
て
以
後
も
基
本
的
に
変
わ
ら
ず
に
継
続
し
た
。
こ
う
し
て
、
高
麗
人
が
直
接
中
国
や
大
陸
方
面

の
物
賓
を
入
手
し
、
利
益
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
頻
繁
に
中
国
に
入
朝
す
る
商
罷
の
使
節
に
物
査
購
入
を

依
托
す
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
使
節
に
随
行
し
て
直
接
売
買
に
当
る
こ
と
も
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
独

nに
遼
腸

．
溜
附

（
中
囚
遼
寧
省
）

に
出
か
け
て
、
交
劫
を
行
う
楊
合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
元
宗
四
年
(
―
二
六
三
年
）
に
、
か
つ
て
朱
炎
”
匹

・
鄭
卿
甫

ら
が
モ
ン
ゴ
ル
に
入
朝
し
た
際
、
訪
托
を
受
け
て
一
七
人
を
闊
同
し
、
さ
か
ん
に
交
劫
を
行
っ
た
こ
と
が
発
虹
し
、

(
35
)
 

真
絲
を
没
収
し
、
関
係
者
の
処
分
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
高
麗
人
商
買
の
早
い
時
期
の
活
動
を
示
す
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
＠
は

こ
の
時
期
の
彼
ら
の
積
極
的
活
動
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
麻
脱
人
商
四
は
大
陸
方
而
の
物
探
の
利
益
追
求
に
努
め
、
国
哀

の
禁
止
Jj針
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
か
ん
に
大
陸
Jj
面
に
往
来
し
交
易
を
し
て
お
り
、
そ
の
根
絶
に
は
彼
ら
の
も
た
ら
す
紗

．
羅
な
ど
に

一
七
人
か
ら
銀
瓶
や

(7-13) 



対
す
る
需
要
を
抑
え
、

倹
約
徹
底
を
図
る
し
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
＠
に
お
け
る
提
案
に
応
え
る
形
で
、

安
魯
生
を
西
北
面
察
訪
別
監
に
任
じ
て
、
高
麗
人
商
買
の
明
と
の
交
易
を
禁
じ
た
が
、

世
家
三
年
五
月
己
酉
の
条
）
中
に
、
彼
ら
の
活
動
ぶ
り
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
次
の
如
く
み
え
る
。

初
商
買
之
徒
、
将
牛
馬

・
金
銀

・
苧
麻
布
、
潜
往
遼

．
溶
、
買
賣
者
甚
衆
、

販
、
絡
繹
於
道

多
く
の
高
麗
人
商
賀
は
牛
馬

・
金
銀

・
紆
麻
布
等
の
土
産
品
を
も
っ
て
遼
陽

・
溶
陽
方
面
に
出
か
け
て
交
易
し
、

も
、
辺
境
郡
県
郷
吏
の
統
制
も
不
徹
底
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
ら
の
活
動
は
極
め
て
活
発
だ

っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

以
上
の

こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
高
麗
の
商
賣
は
各
種
の
高
麗
土
産
品
を
も

っ
て
中
国
や
大
陸
方
面
に
出
か
け
て
交
易
し
、
主
に

各
種
高
級
絹
織
物
や
原
料
絹
糸
、
ま
だ
高
麗
で
は
珍
し
か
っ
た
木
綿
布
な
ど
各
種
織
物
類
を
も
た
ら
し
た
。
従
っ
て
、
高
麗
の
京
市
に
商

品
と
し
て
出
ま
わ
る
絹
織
物
も
、
十
二
世
紀
末
以
後
は
、

の
増
大
と
対
応
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
前
掲
＠
に
「
願
自
今
、

め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
絹
織
物
を
め
ぐ
る
商
人
の
活
動
と
京
市
で
の
そ
れ
ら
の
活
発
な
商
品
化
は
高
麗
国
内
で
の
絹
織
物
へ
の
需
要

皆
母
得
衣
紗

．
羅
段
子
、

販
」
す
な
わ
ち
官
僚
ら
に
紗
や
羅
の
衣
服
の
着
用
を
禁
じ
、
倹
約

・
質
素
を
徹
底
さ
せ
る
形
で
需
要
を
絶
っ
て
、
商
賣
の
活
動
を
止
め
さ

せ
よ
と
あ
る
の
は
、
上
記
の
こ
と
の
端
的
な
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
『
高
麗
史
』
巻
八
五
刑
法
志
二
禁
令
の
条
所
収
の
中
郎
将
房
士
良
の
上

疏
（
恭
譲
王
三
年
—
一
三
九
一
ー
三
月
）
中
に、
「
今
也、

無
貴
無
賤

、

争
貿
異
土
之
物

、

路
多
帝
服
之
奴

、

巷
遍
后
飾
之
婢
、
願
自
今

、

士

・
庶

・
エ

・
商

・
賤
隷
、

一
禁
沙

・
羅

・
綾
段
之
服
、
金

・
銀

・
珠
玉
之
飾
、
以
弛
奢
風
、
以
厳
貴
賤
」
と
あ
る
の
は
、
単
に
士
に
と

ど
ま
ら
ず
庶

・
エ
・
商
、
さ
ら
に
は
奴
婢
な
ど
賤
隷
に
も
及
ぶ
、

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

國
家
雖
禁
之
、

大
4
臣
僚
、

未
有
著
令
、

こ
う
し
て
高
麗
商
人
が
中
国
や
大
陸
方
面
か
ら
も
た
ら
し
た
も
の
が
主
流
を
占

敦
尚
倹
素
、
以
絶
商

こ
の
時
期
の
高
級
絹
織
物
に
対
す
る
需
要
層
の
大
巾
な
拡
大
と
当
然
そ

し
か
も
国
家
の
禁
令

邊
吏
又
不
厳
禁
、

七

往
来
興

そ
の
一
―
日
後
に
、

そ
れ
を
伝
え
る
記
事
（
『
高
麗
史
』
巻
四
六
恭
譲
王

(744) 



高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

織
署
と
披
庭
局
の
高
麗
後
半
期
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
は
、

七

『
高
麗
史
』
巻
七
七
百
官
志
二
の
雑
織
署
の
条
及
び
都
染
署
（
染
色
を
掌

．． 

一
、
王
京
一
國
之
本
、
要
令
人
物
安
堵
、
不
可
掻
授
、

点
は
筆
者
）
。

京
市
で
売
ら
れ
る
絹
織
物
に
対
す
る
需
要
者
は
決
し
て
個
人
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
貢
賦
の
納
入
に
当
る
地
方
郡
漿
も
ま
た
そ

院
は
文

・
武
官
僚
（
両
班
）

と
は
別
箇
の
国
王
側
近
官
僚
群
（
内
侍
）

れ
を
利
用
し
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
掲
①
に
は
、
大
府
寺

・
内
侍
院
な
ど
が
宋
商
人
陳
文
広
ら
の
綾

・
羅

・

(

3
6
)
 

絲

・
絹
六
千
余
匹
を
代
価
を
支
払
わ
ず
に
奪

っ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
大
府
寺
は
「
財
貨
の
凜
蔽
」
を
管
掌
す
る
機
構
で
あ
り
、
内
侍

(
3
7
)
 

の
官
庁
で
、
と
も
に
中
央
の
官
司
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
司
の
侵
奪

の
目
的
は
①
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
高
麗
史
』
巻
八
四
刑
法
志
一
職
制
の
条
所
収
の
次
の
記
事
が
そ
れ
を
示
唆
し
て
く
れ
る
（
傍

是
年
（
忠
烈
王
二
四
‘

―
二
九
八
）
正
月
、
忠
宣
王
即
位
、
下
教
日
、
…
…
、

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

自
今
以
後
、
各
司
凡
所
須
、
不
得
於
市
艇
侵
奪
、
如
不
得
已
而
徴
求
、
嘗
輿
其
直

こ
こ
に
み
え
る
忠
宣
王
の
命
令
の
内
容
か
ら
、

逆
に
、
当
時
中
央
諸
官
司
が
京
市
の
商
品
を
代
価
を
払
わ
ず
に
強
恋
し
て
、

n己
の
必
要

な
す
ぺ
て
の
物
品
を
調
達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①
の
大
府
寺
と
内
侍
院
は
、

自
己
の
需
要
を
京
市
の
商
品
を
も
っ
て
満
た
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
動
き
の
一
珠
と
し
て
、
約
織
物
に
対
す
る

中
央
の
官
司
が
必
要
と
す
る
絹
織
物
類
は
元
来
主
と
し
て
前
述
の
中
央
官
営
工
場
で
生
産
さ
れ
た
も
の
が
充
当
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
高
麗
後
半
期
に
入
っ
て
、
中
央
官
司
も
京
市
の
商
品
を
も
っ

て
絹
織
物
に
対
す
る
需
要
を
満
た
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
こ

と
は
、
中
央
官
営
工
場
に
よ
る
絹
織
物
生
産
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。
高
麗
後
半
期
に
お
け
る
中
央
官
営
工
場
の
状
況

は
明
文
が
な
く
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
た
だ
、
前
掲
佃
か
ら
絹
織
物
関
連
の
匠
人
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
の
わ
か
る
雑

の
結
果
と
し
て
お
こ
る
需
要
の
増
大
を
端
的
に
物
語

っ
て
い
る
。

(745) 



る
機
構
）

の
条
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
窺
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
雑
織
署
は
一
三

0
八
年
（
忠
宣
王
即
位
年
）

織
染
局
と
な
り
、
使
（
二
人
）
、
副
使
（
一
人
）
、
直
長
（

一
人
）
な
ど
の
官
眠

・
定
員
が
お
か
れ
た
が
、
二
年
後
の
一
三
一

0
年
（
忠
宣

王
二
）
、
再
び
雑
織
署
と
都
染
署
に
分
離
さ
れ
、

の
在
り
方
、

そ
れ
ぞ
れ
名
称

・
官
制
と
も
に
旧
に
復
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、

(

3

8
)
 

宣
、
以
織
染
等
事
載
廣
令
内
謁
者
監

・
内
侍
伯

・
内
謁
者

・
長
源
亭
直
各
二
人
、
任
其
事
」
し
た
と
あ
る
。
織
紆

・
染
色
と
い
う
織
染

局
本
来
の
任
務
が
廃
さ
れ
た
の
で
、
内
謁
者
監

・
内
侍
伯

・
内
謁
者
等
の
液
庭
局
の
官
員
と
長
源
亭
（
未
詳
）

を
代
っ
て
と
ら
せ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

参
照
す
ぺ
き
他
の
記
録
も
な
く
、
百
官
志
の
記
述
に
も
杜
撰
さ
が
あ
る
な
ど
の
こ
と
か
ら
、

詳
細
は
未
詳
で
、
今
後
の
課
題
と
す
る
ほ
か
な
い
が
、
雑
織
署

・
液
庭
局
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
絹
織
物
に
関
す
る
中
央
官
営
工
場

そ
こ
で
の

絹
織
物
生
産
な
ど
に
何
ら
か
の
変
化
—
|
＇
衰
退
の
方
向
で
の
—
ー
＇
が
あ
っ

た
こ
と
は
こ
こ
か
ら
窺
え
る
。

中
央
官
営
工
場
で
生
産
さ
れ
た
絹
織
物
は
ま
た
国
王
御
用
品
に
も
充
当
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と、

前
掲
岡
に
、
恭
譲
王
代
の
こ

と
と
し
て
、
御
衣
樹
用
の
絹
織
物
を
所
轄
倉
庫
に
京
市
で
賭
入
し
て
供
進
さ
せ
て
い
る
が
、

の
所
轄
倉
庫
の
奴
婢
に
綾

・
絹
織
造
の
技
術
を
習
わ
せ
、
供
進
さ
せ
る
べ
き
だ
と
あ
る
の
は
、
高
麗
最
末
期
の
当
時
、
す
で
に
中
央
官
営

工
場
に
よ
る
絹
織
物
生
産
は
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

『
高
麗
史
』
巻
―
二
九
叛
逆
、
裡
忠
献
伝
付
皆
恰
伝
の
高
宗
三

一
年
(
―
二
四
四
）

配
者
の
地
位
に
あ
っ
た
勢
力
で
あ
る
が
、

ら
、
中
央
官
営
工
場
で
の
生
産
の
衰
退
と
は
逆
に
、

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

そ
の
間
に
「
後
、
忠

に
都
染
署
に
合
併
さ
れ
て

の
直
な
ど
に
同
局
の
事
務

こ
れ
は
商
賣
を
利
す
る
だ
け
な
の
で
、
中
央

の
条
に
は
、
雀
恰
が
「
私
織
の
黄
綾
」
で
国
王
の

(

3

9
)
 

便
殿
た
る
康
安
殿
の
後
壁
の
襖
を
張
り
、
書
を
よ
く
す
る
者
に
『
無
逸
篇
』
を
沓
写
さ
せ
た
と
あ
る
。
裾
氏
は
当
時
の
高
麗
の
実
質
的
支

こ
の
「
私
織
の
黄
綾
」
は
雀
氏
の
自
家
内
で
織
成
し
た
黄
綾
布
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
北
例
か

王
都
の
権
勢
家
の
間
に
は
自
家
内
で
高
級
絹
織
物
の
織
成
を
行
う
場
合
も
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
も
高
麗
後
半
期
に
お
け
る
領
織
物
生
産
の
変
化
の
―
つ
の
現
象
と
み
ら
れ
る
。

ヒ
四
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高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

以
上
、
高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て
管
見
を
試
み
た
。
高
麗
で
は
錦

．
綺

・
綾

・
羅
等
の
高
級
品
か
ら
紬
の
よ
う
な
将
及
口
m
に

至
る
各
種
の
絹
織
物
が
生
産
さ
れ
て
、
国
家
の
財
源
と
さ
れ
、
種
々
な
形
態
で
、
多
様
な
目
的
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時
に

絹
織
物
は
高
麗
支
配
層
の
地
位
と
権
威
の
象
徴
物
と
し
て
、
あ
る
い
は
富
の
象
徴
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。

確
か
に
、
高
麗
の
絹
織
物
織
成
の
技
術
は
優
れ
て
い
た
が
、
そ
の
基
礎
は
意
外
に
弱
か
っ
た
。
高
麗
で
は
蚕
桑
技
術
が
充
分
発
逹
を
み

な
い
ま
ま
に
な

っ

て
い
た
の
で
あ
り

、

漸
＜
―
二
世
紀
前
半
に
至
っ
て

、

中
国
の
蚕
魯
の
甜
入
に
よ
る
振
典
策
が
と
ら
れ、

改
良
•
発
展

の
方
向
に
進
み
始
め
た
が
、
そ
れ
程
顕
著
な
展
開
を
み
せ
た
形
跡
は
見
出
せ
な
い
。
そ
の
結
果
、
良
質
の
繭
、
さ
ら
に
は
上
質
の
絹
糸
を

得
る
こ
と
は
難
し
く
、
粗
質
の
繭
か
ら
も
織
成
可
能
な
紬
が
高
麗
の
基
本
的
絹
織
物
の
地
位
を
占
め
た
。

七
五

当
然
、
高
級
絹
織
物
の
生
産
は
中
国
商
人
の
も
た
ら
す
中
国
産
の
絹
糸
に
大
き
く
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
雑
織
署

・
披
庭
局
等

を
中
心
に
組
織

・
運
営
さ
れ
た
中
央
官
営
工
場
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
か
ら
貢
納
す
る
高
級
絹
織
物
を
生
産
し
た
在
地
の
甲
坊
の
島

一
方
、
上
記
の
如
き
高
麗
蚕
桑
法
自
体
の
土
台
上
で
絹
織
物
生
産
に
当
る
中
心
的
機
構
が
紬
所
と
絲
所
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
住
民
全
休

が
述
帯
し
て
負
う
べ
き
世
襲
的

・
団
体
的
負
担
と
し
て
国
家
か
ら
課
せ
ら
れ
た
、
片
や
紬
の
、
片
や
絹
糸
の
生
産
ふ
以
納
に
従
廿
し
た
。

両
所
の
生
産
活
動
は
高
麗
の
税
目
の
一
っ
で
あ
る
貢
賦
の

一
環
を
な
し
た
が
、
郡
県
の
民
も
貢
賦
の
一
斑
と
し
て
紬
と
絹
糸
、
さ
ら
に
は

高
麗
中
期
以
後
の
内
外
の
政
治
的
変
動
、
国
内
の
社
会
的
変
動
は
、
元
来
対
外
閑
係
と
も
郡
県
制
支
配
と
も
密
接
な
OO述
を
も
っ
て
い

真
綿
な
ど
の
生
産

・
貢
納
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

合
も
基
本
的
に
同
じ
状
況
に
お
か
れ
た
。

結

び
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ソ
ウ
ル
）

一
八
七
頁
i
一
八
八
頁
。

紬
所

・
絲
所
は
郡
県
制
変
革
の
動
き
の
中
で
、

県
に
昇
格
し
た
り
、
郡
県
に
吸
収
さ
れ
た
り
す
る
形
で
消
滅
し
て
い
き
、
紬
や
絹
糸
の

生
産
・

貢
納
は
郡
県
民
の
負
担
に
一
元
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
甲
坊
で
の
絹
織
物
生
産
も
み
ら
れ
な
く
な
り

、

恐
ら
く
蚕
桑
法
の
改
良
•発

展
、
甲
坊
で
の
織
成
技
術
の
一
般
へ
の
普
及
な
ど
の
動
き
の
上
に

で
あ
ろ
う
が
、
郡
県
民
に
よ
る
綾

・
羅
の
生
産

・
貢
納
も
み
ら
れ
る
よ

一
方
、

中
央
で
は
京
市
を
中
心
に
中
国
や
大
陸
方
面
産
の
絹
織
物
の
売
買
が
さ
か
ん
に
な
り
、
市
人

・
商
買
な
ど
と
称
さ
れ
る
人
々
の

活
動
が
顕
著
に
な
っ
た
。
当
初
海
路
に
よ
る
南
宋
商
人
が
、
次
い
で
元
の
統
一
と
共
に
、
高
麗
人
が
直
接
陸
路
を
往
来
し
て
、
交
易
を
展

開
し
た
。
絹
織
物
の
貢
納
を
課
せ
ら
れ
た
地
方
官
術
は
も
と
よ
り
、
中
央
諸
官
司
も
絹
織
物
の
需
要
を
京
市
の
商
品
で
満
た
す
傾
向
が
強

ま
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、

中
央
官
営
工
場
で
の
生
産
も
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
の
時
期
に
至
る
ま
で
、
高
麗

の
絹
織
物
生
産
は
、
外
国
産
の
絹
織
物
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
推
移
し
た
と
い
え
よ
う
。

註
(
1
)

北
村
秀
人
「
高
麗
時
代
の

「
所
」
制
度
に

つ
い
て
」
（
「朝
鮮
学
報
」
五
0

一
九
六
九
年
）

(
2
)

丸
亀
金
作
「
高
麗
と
宋
の
通
交
問
題
」
（
「
朝
鮮
学
報
」一

七
、
一
八
一
九
六

0
、
六
一
年
）
、
日
野
開
三
郎
「
国
際
交
流
史
上
よ
り
見
た
満
鮮

の
絹
織
物
（
二
）
ー
ー
新
羅
大
統
一
時
代
ー
」
（
同
上
六
三
一
九
七
二
年
）

、

池
田
温
「
麗
宋
通
交
の
一
面
|
—
進
奉・下
賜
品
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
」

（
「三
上
次
男
博
士
頌
寿
記
念
論
集
」
一
九
七
九
年
）
な
ど
参
照
。

(
3
)
前
註
所
掲
の
諸
論
考
参
照
。

(
4
)
日
野
開
三
郎
前
掲
論
文
一

0
三
頁
,_,1

 

0
五
頁
。

(
5
)

李
熙
徳
「
高
麗
禄
俸
制
の
研
究
」

(

r
李
弘
植
博
士
回
甲
紀
念
韓
国
史
学
論
叢
」

(
-
九
七
三
年

つ
に
な
っ
た
。

た
絹
織
物
生
産
に
も

一
定
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

七
六
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’←--← 

高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

一
四

七
七

一
九
七
二
年

(
6
)
こ
の
民
長
を
村
長

・
村
正
と
す
る
見
解
は
李
佑
成

「
麗
代
百
姓
考
」
（
「
歴
史
学
報
」

考
」
（
同
「
高
麗
兵
制
史
研
究
」
一
九
六
八
年
ソ
ウ
ル
、
所
収
）

な
ど
に
み
え
る
。

(
7
)

「
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
」
巻
七
冠
服
の
条
、
巻

一
九
民
庶
の
条
。

．

(
8
)
原
文
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

高
麗
頭
巾
、
惟
是
重
文
羅
、

一
巾
之
債
、
準
米
一
石
、
細
民
無
貿
可
得
、
復
恥
露
頭
興
罪
囚
無
別
、
故
作
竹
冠
、
冠
之

息
羅
蒙
首
、

製
以
三
幅
、

幅
•

長
八
尺

細
民
之
家
、
特
無
蒙
首
之
物
、
盛
其
直
、
準
白
金
一
斤
、
力
所
不
及
、
非
有
禁
也

(

9
)

金
哲
浚
「
雀
承
老
の
時
務
二
十
八
条
」
（
同
「
韓
国
古
代
社
会
研
究
」
一

九
七
五
年
ソ
ウ
ル
、
所
収
）
参
照
。

(

1

0

)

王
緞
瑚
「
中
国
農
学
書
録
」
（
復
刻
版
一
九
七
五
年
）

(
1
1
)

丁
と
白
丁
に
つ
い
て
は
、
旗
田
魏
「
高
麗
時
代
の
白
丁
ー
ー
身
分

・
職
役

・
土
地
ー
」
（
同
「
朝
鮮
中
世
社
会
史
の
研
究
」

収
）
参
照
。

(
1
2
)

原
文
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

高
麗
工
技
至
巧
、
其
絶
藝
、
悉
蹄
於
公
、
如
幌
頭
所

・
将
作
監
、
乃
其
所
也
、
…
…
、
亦
聞
、
契
丹
降
虜
戯
萬
人
、
其
工
技
、
十
有
一
、

其
精
巧

者
、
留
於
王
府
、
比
年
器
服
益
エ
、
…
…

(13)
旗
田
魏
「
高
麗
の
武
散
階
ー
|
郷
吏

．
耽
羅
の
王
族

・
女
真
の
酋
長

・
老
兵

・
エ
匠

・
楽
人
の
位
階
ー
|
'
」
（
同
前
掲
書
所
収
）
参
照
。

(

H

)

北
村
秀
人
「
高
麗
時
代
の
渤
海
系
民
大
氏
に
つ
い
て
」
（
「
三
上
次
男
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
」
歴
史
編
一

九
八
五
年
）

第

一
章
参
照
。

(
1
5
)日野
開
三
郎
「
国
際
交
流
史
上
よ
り
見
た
満
鮮
の
絹
織
物
（
三
）
ー
渤
海
国
の
絹
織
物
ー
—
附
説
契
丹
の
蕃
羅
」
(
r朝
鮮
学
報
」
八
二

一
九
七
七
年
）
―
―

-0頁
ー
三
六
頁
。

(
1
6
)朴孝
信
「
高
麗
時
代
の
「
内
侍
」
ー
_
—
そ
の
独
自
性
と
別
称
ー
」
（
「
駿
台
史
学
」
一九
一
九
六
六

年
）
。

(17)

「
高
麗
史
」
巻
一

八
毅
宗
世
家
一

九
年
夏
四
月
甲
申
の
条
、
同
上
巻
九
八
金
富
試
伝
付
金
敦
中
伝
。

(
1
8
)
辺
大
斐
「
高
麗
前
期
の
外
官
制
ー
ー
地
方
機
構
の
行
政
体
系
—
|
」、

「
高
麗
按
察
使
考
」
（
い
ず
れ
も
同
「
高
麓政
治
制
度
史
研
究
」
一
九
七

一
年
ソ
ウ
ル
、
所
収
）
な
ど
参
照
。

(19)
同
じ
こ
と
を
伝
え
る
「
高
麗
史
節
要
」
巻
二
〇
忠
烈
王
五
年
六
月
の
条
に
は
「
初
屯
為
慶
尚
道
按
廉
、
以
晉
州
守
白
玄
錫
重
欽
内
衣
樹
綾

・
羅
絲 所

一
九
六
一
年
、
ソ
ウ
ル
）
、
李
基
白
「
高
麗
州
県
軍
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高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

債
布
、
劾
之
」
と
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
）
。

(20)
そ
の
点
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
旗
田
魏
「
高
麗
時
代
の
賤
民
制
度
「
部
曲
」

「
所
」
制
度
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
な
ど
を
参
照
。

(21)
そ
れ
ら
の
う
ち
、
郷

・
部
曲
に
つ
い
て
は
旗
田
緞
前
註
所
掲
論
文
、
所
に
つ
い
て
は
北
村
秀
人
前
註
所
掲
論
文
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。
荘

・
処
に
つ

い
て
は
旗
田
魏
「
高
麗
時
代
の
王
室
の
荘
園
ー
|
荘

・
処
」
（
同
前
掲
書
所
収
）
参
照
。

(22)
専
論
と
し
て
李
恵
玉
「
高
麗
時
代
貢
賦
制
の
一
研
究
」
（
『韓
国
史
研
究
」
三
―
―
九
八

0
年
ソ
ウ
ル
）
が
あ
る
が
、
関
連
研
究
の
取
り
扱
い

方
、
史
料
の
検
討

・
解
釈
等
い
ろ
い
ろ
な
面
で
問
題
が
あ
る
。
と
く
に
、
今
堀
誠
二
「
高
麗
賦
役
考
猥
」
（
「社
会
経
済
史
学
」
九
ー
三
、
四
、
五

一
九
三
九
年
）
を
比
較
的
重
視
し
て
い
る
が
、
高
麗
の
社
会
を
無
前
提
に
唐
の
そ
れ
と
同
一
視
し
、
そ
の
前
提
に
立
っ
て
議
論
を
進
め
、
し
か
も
方

法
的
に
も
杜
据
さ
の
目
立
つ
今
堀
氏
の
論
考
の
批
判
・
止
揚
か
ら
貢
賦
を
含
む
高
麗
税
制
の
研
究
は
始
め
ら
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

(23)
以
上
、
所
制
度
全
般
に
関
す
る
説
明
は
北
村
秀
人
「
高
麗
時
代
の
「
所
」
制
度
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
参
照
。

(
2
4
)

北
村
秀
人
「
高
麗
時
代
の
「
所
」
制
度
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
一
四
頁
。

(

2

5

)

北
村
秀
人
「
高
麗
時
代
の
「
所
」
制
度
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
一
三
頁
i
一
四
頁
、
四
三
頁
l
四
四
頁
。

(26)
原
文
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

明
宗
時
、
為
西
北
面
兵
馬
使
、
欽
民
財
貨
、
敷
獄
内
府
、
…
…
、
世
裕
営
在
西
北
面
、
欽
民
招
絲
及
珍
玩
之
物
、
詐
稲
貢
即
、
靡
輸
其
家

(
2
7
)

「
高
麗
史
」
巻
八
五
刑
法
志
二
禁
令
の
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
（
傍
点
は
筆
者
）
。

故
燒
人
屋
舎
・

匿
箔
•

五
投
積
衆
者
、
首
、
虞
死
、
従
者
、
脊
杖
二
十

こ
れ
は
「
宋
刑
統
」
所
引
の
暦
代
勅
の
付
記
に
倣
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
（
花
村
美
樹
「
高
麗
律
」

r
京
城
帝
大
法
学
会
論
集
」
九
一
九
三
七
年
、

1
0
一頁,...,
1
 
0
三
頁
）
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
無
年
月
記
事
は
元
来
具
体
的
な
時
期
に
政
令
と
し
て
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
そ
こ
に
は

そ
の
時
々
の
高
麗
の
実
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
（
北
村
秀
人
「
朝
鮮
に
お
け
る

r
律
令
制
」
の
変
質
」
「
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日

本
古
代
史
講
座
」
七
一
九
八
二
年
、
一
九
七
頁
l
一
九
九
頁
）
。
蚕
箔
は
簑
蚕
具
の
一
っ
で
あ
り
、
右
の
記
事
に
よ
っ
て
、
当
時
の
高
麗
の
蓑
蚕

の
一
端
を
窺
い
得
る
。

(28)
以
上
、
北
村
秀
人
「
高
麗
時
代
の
「
所
」
制
度
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
五
三
頁
ー
六

0
頁
参
照
。

(29)
北
村
秀
人
「
高
麗
時
代
の
「
所
」
制
度
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
六

0
頁
。

に
つ
い
て
」
（
同

前
掲
書

所
収
）
、
北
村
秀
人
「
高
麗
時
代
の

七
．J
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高
麗
時
代
の
絹
織
物
生
産
に
つ
い
て

七
九

一
、
豪
勢
之
家
、
遺
人
州
縣
、
以
銀
瓶
等
物
、
強
市
民
間
細
布

・
綾

・
罹

．

(30)
原
文
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
忠
烈
王
）
二
十
二
年
五
月
、
中
賛
洪
子
瑶
、
條
上
便
民
事
、
…
…
、

草
席
等
物
、
宜
為
民
弊
、
誠
宜
禁
之
、
…
…
、
王
嘉

納

．

(31)

「
高
麗
史
」
巻
七
七
百
官
志
二
外
職
の
条

按
廉
使
、
…
…
、
容
宗
八
年
、
復
改
為
按
察
使
、
忠
烈
王
二
年
、
改
按
察
使
、
為
按
廉
使
、
…
…

(32)

「
高
麗
史
」
巻
二
九
忠
烈
王
世
家
五
年
六
月
丁
丑
朔
の
条
に
、

罷
左
司
議
大
夫
櫂
咀

．
晉
州
牧
副
使
皆
巳

と
あ
る
。

(33)
同
じ
事
柄
に
つ
い
て
、
徐
競
は
「
宜
和
奉
使
高
麗
図
経
」
巻
一
九
民
庶
の
条
の
序
文
で
、
「
商
買
不
遠
行
、
惟
日
中
則
赴
都
市
（
王
京
の
市
）
、

各
以
其
所
有
、
易
其
所
無
、
熙
熙
如
也
」
と
述
ぺ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
段
階
で
は
、
交
易
に
従
事
す
る
男
女
、
老
幼
、
官
吏
、
エ
伎
な
ど
が

す
な
わ
ち
商
買
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

(34)
市
商
と
い
う
表
現
は

「
高
麗
史
」
巻
八
九
后
妃
、
（
忠
烈
王
）
斉
国
大
長
公
主
伝
に
、
忠
烈
王
二
年
の
こ
と
と
し
て
、
「
有
一
尼
、
応
白
苧
布
、

．． 

細
如
蝉
翼
、
雑
以
花
紋
、
公
主
以
示
市
商
、
皆
云
、
前
所
未
親
也
」
と
あ
る
。
（
傍
点
筆
者
）
。

(35)

「
高
麗
史
」
巻
二
五
元
宗
世
家
四
年
―
二
月
壬
戌
の
条

(
3
6
)
r
高
麗
史
」
巻
七
六
百
官
志
一
内
府
寺
の
条

(37)
朴
孝
信
前
掲
論
文
参
照
。

(38)
原
文
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

都
染
署
、
掌
色
染
、
…
…
、
忠
烈
王
三
十
四
年
、
忠
宜
併
雑
織
署
、
為
織
染
局
、
麗
繕
工
司
、
置
使
二
人
、
其
一
兼
官
、
従
五
品
、
副
使
一
人
、
従

六
品
、
直
長
一
人
、
従
七
品
、
後
忠
宜
、
以
織
染
等
事
繭
唆
、
令
内
謁
者
監

・
内
侍
伯

・
内
謁
者

・
長
源
亭
直
各
二
人
、
任
其
事
、
二
年
、
分
為
都

染
署
、
復
置
令
、
正
八
品
、

丞
、
正
九
品
。
…
…

雑
織
署
、
掌
織
紐
、・・・・・・、

忠
烈
王
三
十
四
年
、
忠
宣
併
於
都
染
署
、
為
織
染
局
、
後
復
匠
雑
織
署
、
令
・

丞
、
如
故
。
…
…

(
3
9
)

原
文
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

大
卿
任
景
純
子
匝
、
善
書
、
恰
愛
之
、
養
以
為
子
、
改
姓
産
、
授
将
軍
、
…
…
、
恰
嘗
以
私
織
全
幅
黄
綾
、
粧
康
安
殿
後
壁
障
子
、
令
垣
紅
無
逸
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